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第１号議案 令和７年度事業報告の件
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令和７年度事業報告書 

１．総 括 

公益事業を通して地域社会への貢献並びに建築士の品位向上と業務の進歩改善を図り、併せて

公益法人として不特定かつ多数の者の利益の増進に寄与する公益事業の着実な推進に努め、県

民・業界から厚い信頼を寄せられる建築士会を目指して以下の事業等を推進した。 

会務においては、会員相互の親睦と交流を深める会の運営に取り組むとともに、長期的に安定

的な運営を確立するための公益目的保有資産の適正な管理を行った。 

会員の状況は令和７年度末で 1,019 名（正会員 892 名、準会員 127 名）であり昨年度に比べ

正会員が 16 名減、準会員が 4名の増となっている。また、賛助会員については 4増となった。

新規加入が 39名あるものの 47名の退会となっている。これらのことから若年建築士人材の安

定的な確保を目的として、有資格者及び賛助者の加入促進・会の魅力向上への努力が必要とさ

れている。 

建築物のＤＸ化については、近年はＢＩМやＡＩの活用など企画から運営・解体まで建築物

のライフサイクル全般に渡る業務のＤＸ化の進展が著しい。また、建築物の省エネ化の一層の

推進が責務とされているが、省エネと対極的と考えられがちな地域に根ざした木造建築物への

対応については、気候風土適応住宅の大分県独自基準が策定されたことから、職人減少対策・

県産材の多用策と併せ、気候風土に順応した建築物の実現が図られることとなった。さらに令

和６年度から二か年で実施した第 4期ヘリテージマネージャー養成研修が終了し新たに１５名

が加わり、文化財建築物対応の推進が期待されることとなった。また本年度は大分県から木の

良さを生かした建築賞の業務を受託することとなり、予定されていた表彰者数を上回る審査結

果となりその対応が求められたが、支障なく仕様に沿った成果が得られ次年度からの受託継続

事業につながったことは評価される。 

本建築士会は引き続き会員に対する研修制度の充実や社会貢献活動を円滑に実施できる体制

を図る一方、目まぐるしく変化する経済環境の中での諸事象に対して適切かつ柔軟に対応でき

る組織であることが求められている。 

２．事業活動 

Ⅰ．公益目的事業 1：建築士資格・資質向上・資格情報提供事業報告

・建築士の育成・資質向上の推進について建築士の試験、登録事務、定期講習会などを行

ってきた。特に登録事務については、新制度移行後５年目の業務であるが、依然として

課題が多い中、１２月の建築士試験合格発表日直後から多くの申請がなされた。一級建

築士を所管する(公社)日本建築士会連合会登録部や二級・木造建築士を所管する大分県

土木建築部建築住宅課と協議や調整をはかるなか、公正、的確な登録審査に引き続き努

めてきた。 

○公１－１：建築士試験、登録及び専攻建築士認定等に関する事業について 

  （１) 建築士試験・免許証明書交付 

 ①一級建築士試験

受験者数（学科＋製図）・・・・・１８０名

最終合格者数 ・・・・・・・・・ １６名

②二級建築士試験
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受験者数（学科＋製図）・・・・・１８６名

最終合格者数 ・・・・・・・・・ ３６名

③木造建築士試験

受験者数（学科＋製図）・・・・ １名

最終合格者数 ・・・・・・・・ ０名

（２）建築士登録・閲覧

①一級建築士登録、閲覧

        新規登録件数・・・・・・・・・・・・・  ９件

        事項変更④、再交付 、携帯切換①

        住所変 、死亡届等④、受講履歴  ・・計 ３０件

写真変更 、登録内容 証明書発行 

        閲覧申請件数・・・・・・・・・・・・・   １件

        構造設計一級建築士新規・・・・・・・・   ２件

        設備設計一級建築士新規・・・・・・・・   ０件

②二級・木造建築士登録、閲覧（大分県指定登録機関）

二級新規登録件数・・・・・・・・・・・  ３０件

        事項変更⑦、再交付③、携帯切換①

        住所変更 、死亡届②、受講履歴  ・・計 ４０件

写真変更 、登録内容 証明書発行③

        閲覧申請件数・・・・・・・・・・・・・   ０件

（３）専攻建築士・継続能力開発制度（CPD）の推進

CPD 新規参加者数 ・・・・・・・・・・  ２１名

CPD 取得単位証明書発行・・・・・・・・ １３５枚

        専攻建築士 新規 ・・・・・・・・・・・   ０名 

更新 ・・・・・・・・・・・  ５名

○公１－２：建築士の資質の向上等に関する事業について 

（１）定期講習（建築士法第２２条の２に基づく）

受講者：６１名（建築士事務所協会と共催）（オンライン受講者含まず）

日時・場所は附属明細書２のとおり 

（２）監理技術者講習（建設業法第２６条第４項に基づく）の実施 

受講者：９名

日時・場所は附属明細書２のとおり 

（３）既存住宅状況調査技術者講習（改正宅地建物取引業法対応講習）の実施

講 師：後藤洋一会員（建築検査 NET おおいた一級建築士事務所）

受講者：新規６名、更新８名（オンライン受講者含む）

日時・場所は附属明細書２のとおり 
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    （４）＜住宅リフォームエキスパート＞増改築相談員研修会

主 催：（公社）住宅リフォーム・紛争処理支援センター

共 催：大分県建築士会、大分県建設合同労働組合、

大分県室内装飾事業協同組合

講 師：浅野健治会員、寺林貞臣会員

参加者：新規５名、更新０名、再登録２名

Ⅱ．公益目的事業 2： 安全・安心のまちづくり推進事業報告 

・安全･安心な建築物の普及等については、県及び市町村の木造住宅耐震診断補助事業の審

査業務の支援、地震や風水害時における相談窓口や応急危険度判定士等の技術講習、住

家の被災状況調査支援、建築物等定期調査・検査報告制度の推進、空き家等相談会など

県、市町村建築行政との連携を図りながら実施した。 

・まちづくり及び地域貢献活動の推進については、各支部及び委員会活動として主体的に

地域に求められているニーズを把握し、地域住民・関連団体と共同して実施してきた。

また、歴史的建造物の保存・活用、景観保全・風致維持のための調査支援等について県・

市町村及び関係団体の協力を得ながら実施した。 

・県民への建築関連情報の提供については、住宅相談会、地域イベント、会報などにおい

て建築士会の持つ多様な建築職域を活かした情報を提供し、県民に信頼されるパートナ

ーとしての活動を実施した。 

○公２－１：安全・安心建築物の普及および環境に配慮したまちづくりの実現に関する 

事業 

１．安全・安心建築物の普及・相談事業 

 （１）安全・安心建築物の普及・相談 

・建築技術者の建築関係法令の遵守意識の向上、安全・安心建築物の普及のた

めの建築物の耐震診断支援・相談、老朽度・危険度調査点検等の建築相談、

空き家相談等への対応を行った。 

「木造住宅耐震診断支援」への協力（大分県及び各市町村） 

  審査件数２３４件（１８市町村）※任意申請を含む 

「よろず建築相談会（１４支部一斉）」（建築士の日記念事業） 

  日 時：６月３０日 

  場 所：１４支部県内各所 

  対応件数：２８件 

「大分市空き家相談会」への協力（大分市、宅建協会ほか） 

参加者：延べ ８名（対応件数 ２１件） 

日時・場所は附属明細書２のとおり     

       ・令和７年１１月に大分市佐賀関町（田中地区など）において大規模火災が発

生し、焼損棟数１８７戸、焼失面積約４８,９００㎡の大惨事となった、本会

では、大分市社会福祉協議会（大分市災害ボランティアセンター）からの依

頼により火災被害建築物への立ち入りの可否や改修の可否についての相談を

受け、現地調査など述べ６人が対応した。また、建築士としての職能を求め

られない一般のボランティア活動にも述べ５人の会員が参加した。併せて県
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南ブロックからは各支部が連合して被災者への炊き出し用にお米の提供活動

を実施した。さらに、地元で組織する田中連合区復興事務局有識者会議へは

３名の会員が参画し、建築やまちづくりに関する的確なアドバイスを行って

いる。 

      （２）罹災証明に必要な住家の被災認定調査に係る技術者養成研修会及び

被災建築物応急危険度判定士の派遣体制の整備事業  

       ・災害被災時の求めに応じて派遣できるように、日常的に住家の被害認定調査

技術並びに応急危険度判定技術の向上を図り、災害時連絡体制、必需携行品

を備えるなどの派遣体制を維持することに務めてきた。なかでも近年梅雨時

期や台風による浸水被害が顕著である日田市からの要望により実施した罹災

証明発行に係る研修会は、出席者の過半数が市町村職員であり、本会の日頃

の活動が行政から認識されていることは評価に値し、一層の責務を今後とも

果たしていく必要がある 。 

         １）令和７年度「罹災証明に必要な住家の被害認定調査」研修会

日  時：令和７年６月４日

会  場：日田市複合文化施設 AOSE「多目的ホール」

講  師：渡邉豊基、堤寛、小川淳、後藤憲二（いずれも会員）   

参 加 者：１９名

 ２．建築構造に関する講演会及び技術力の向上のための研修等の事業、行政との連携

事業 

 ・「大分県建築物総合防災推進協議会」との連携を図り、木造住宅の耐震診断支

援、建築物防災週間での安全で安心な建築物の維持保全、定期報告制度の普

及等の行政協力を進めた。

・既存コンクリートブロック塀等の安全点検の相談窓口の開設

・特定行政庁の実施する違反建築防止週間パトロール、建設リサイクル法 

パトロール等に協力して法令遵守の啓発活動を行った。 

（佐伯、宇佐で実施 延べ５名参加）

         ・大分県建築審査会、大分県都市計画審議会、大分県建築士審査会、大分県開

発審査会、大分裁判所調停委員会その他国、県及び市町村の各種委員会等に

建築士会の会員が参画し、専門性を活かして安心安全なまちづくり、健全な

建築業界の発展に寄与している。 

    ３．環境に配慮したまちづくり事業 

        脱炭素に関連した施設見学会を実施。素材「土壁」による温熱環境について

酒造会社の酒蔵を見学。また、再生可能エネルギー発電「地熱発電」のしく

みと新たな取り組みを学んだ。

   ・脱炭素（省エネ）に関する研修会
       日 時：令和８年３月１４日
       見 学 先：九重町：八鹿酒造旧酒蔵

             九州電力八丁原発電所

     参 加 者：２０名 
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○公２－２：まちづくり及び地域貢献活動事業 

  １．建築及び景観・まちづくり等に関する調査研究、啓発等事業 

     １）景観整備機構として良好な景観の形成のための事業（対象：県下全域） 

       ・県内市町村が全て令和元年度中に景観行政団体になったことにより、これま

で大分県から指定されていた「景観整備機構」について、今後改めて市町村

から指定を受ける必要がある。このため、おおいた地域貢献・まちづくり委

員会が中心となり、中津市に続く２例目として、景観計画未策定市町村を中

心に検討を継続している。 

２）まちづくり等に関する啓発等事業 

・建築士会連合会主催の「第１３回まちづくり賞」に本会の宇佐支部・別府支

部連合の取組を「空の特攻、海の特攻 ～支部広域連合による戦争遺構のま

ちづくり～」として応募。戦争遺構を語り継ぎながら、国東半島を中心に繋

がる広域的な景観を今後のまちづくりに活かしていくことを目的としてい

る。建築士会全国大会での発表会の結果、全国１７作品の中から大賞に次ぐ

優秀賞の３作品の一つに選ばれた。選考委員からは「広域の戦争遺構を対象

としており、意欲とユニークさが感じられ今後の発展が楽しみな作品」との

評価を受けた。支部活動の連携化の実践のなかで多くの会員の参加のもと、

行政へのアプローチも期待される。 

２．地域貢献まちづくり活動事業 

１）文化財建造物の保存・活用の推進事業 

・杵築市北台、南台は国選定の重要伝統的建造物群保存地区となっているが、保

存物件の初期段階の調査や見積りは当地区のヘリテージマネージャーが担当し

ている。本会と杵築市とで当該業務に係る包括連携協定に基づき興津邸（主

屋、離れ、長屋門）の調査・図面・見積書作成業務を行い、杵築市文化財課に

提出した。 

・玖珠郡教育会館（玖珠町旧税務署）について文化財的見地からの調査委託があ

り、ヘリテージマネージャーの詳細調査結果から、税務署としての威風堂々と

した華やかさなどから大分県の擬洋風建築として残すべきとの評価結果に至

り、玖珠町役場に調査図面とともに提出した。 

     ２）各地域の特性に則した次の事業を実施した。（事業区分：開催地又は対象地） 

(a)文化及び科学技術の振興を目的とする事業 

①素材研究会「土壁・茅葺の見学」（講座：大分市） 

②建築キッズボランティアガイド養成研修（講座：大分市） 

③まちなみ歴史探検（講座：中津市） 

④歴史的景観の現状調査（調査：竹田市） 

⑤茅葺屋根施工見学会（講座：玖珠町） 

      (b)災害の防止（地域社会の健全な発展）を目的とする事業  

       ①危険空き家等判定調査(調査：津久見市) 

(c)地域社会の健全な発展を目的とする事業 

①折り紙建築教室（小中学生向け）の開催（講座：別府市、佐伯市、大分市）
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②津久見市ふるさと振興祭参加協賛事業（連携：津久見市）

③木工教室ワークショップ（講座：佐伯市）

④木育授業・木工製作（講座：豊後高田市）

⑤建築模型製作体験（工業高校生向け）（講座：大分市） 

       ⑥しきどプロジェクトベンチ塗替えワークショップ（講座：大分市）

⑦うすき竹宵から学ぶ、臼杵市の歴史（講座：臼杵市）

       ⑧佐賀関地区の井戸の再生・再利用による地域活性化と防災対策（貢献：佐賀関） 

⑨住教育実践事業 「和の住まいをつくろう」（講座：大分市） 

⑩ダンデコハウス親子教室（講座：日田市） 

⑪小学校総合学習ものづくりクラブ（講座：豊後大野市） 

⑫ベンチプロジェクト（貢献：宇佐市）     

(d)一般消費者の利益の擁護又は増進を目的とする事業 

①まちづくり・よろず建築相談（相談・助言：大分市、臼杵市、豊後高田市、

国東市、別府市、佐賀関、津久見、佐伯市、豊後大野市、竹田市、玖珠町、

日田市、中津市、宇佐市） 

②住宅セミナーを開催し住宅相談会び耐震相談会を実施（講座･助言:日田市） 

③継続的な建築相談会（助言：中津市） 

④断熱材補強ワークショップ（講座：大分市） 

⑤おおいた歴史建築研究会（講座：大分市） 

     ３）その他行政関連団体への協力など（相談・助言：県下全域） 

①産・官・学で構成する「おおいた建設人材共育ネットワーク（BUILD 

OITA）」からの依頼による県立大分工業・鶴崎工業高校における建築業務に関

する学内講義への講師派遣 

       ②BUILD OITA スクール土木・建築おしごと教室「講座１：３Ｄソフトで 

設計体験」を開催。小・中学生対象。 

③大分県木造住宅等推進協議会が行う講習会等への協力 

       ④大分県建築物総合防災推進協議会が行う建築物防災指導週間、建築物等の定

期報告普及、耐震診断相談等への協力 

       ⑤大分県雇用労働政策課からの依頼により日本文理大学において県内就職促進

のための企業からの派遣による学内講義（設計・施工の各１社） 

⑥高校生向け建設業現場体験学習会（日田林工高校：日田支部設計事務所１社）     

⑦大分県鉄骨協議会への協力 

⑧大分県弁護士会住宅紛争審査会（専門家相談）への協力 

○公２－３：建築関連情報提供事業 

  ・建築士会の各種情報提供手段において一般消費者、県民及び建築士向けの情報提供を行

った。 

    １）建築士おおいたの発行により一般県民及び建築士へ情報提供 

    ２）ホームページの充実により一般県民及び建築士に向けて情報発信 

    ３）一般建築相談、空き家相談等県民からの各種相談への情報提供、助言 
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Ⅲ．収益事業：建築物・昇降機等の定期報告に関する事業 

・昇降機に関する定期検査報告書等受託事業は、区分は収益事業ではあるが建築の安全な

利用に欠かせない公益性の高い事業であり、大分県建築物総合防災推進協議会と連携し

て所有者、管理者等への定期検査報告制度の周知、啓発活動を行った。特に平成３０年

度から新たに報告義務の発生した小荷物専用昇降機、防火設備関係について重点的な取

り組みを継続する。また、建築物の定期報告制度も昇降機と同様に安全な建築物の維

持、保全には欠かせない重要な制度であり、今後受託事業としての可能性の検討を行

う。 

    １）定期検査報告書等の内容の精査、指導 

      報告書受理件数・・・・・ ６,４３８件（報告率９６.３％） 

    ２）定期検査報告の啓発及び相談対応（随時）  

    ３）検査資格者の技術の向上と適正な報告をするための研修会を検討。  

    ４）建築物、昇降機等の所有者、管理者等への定期報告制度の理解を深める啓発事業

並びに関係行政団体との連携 

      ・大分県建築物総合防災推進協議会と連携し定期報告の普及を図り、関係特定行

政庁との情報交換を行うなか、制度改正等への対応に務めた。 

      ・(一財)日本建築防災協会や（一財）日本建築設備・昇降機センターとの交流を

図り、法規則の改正やＩＴ化に関する情報の取得に努めた。 

      ・令和７年１１月１日施行の簡易リフトに関する法令手続きに関する対応・周知 

      ・報告義務を徹底することを目的として、各特定行政庁へ行う調査実施について

大分県との調整を図った。 

Ⅳ．法人・その他会計（管理部門） 

    １）会員向けの研修及び会員相互の親睦と情報交換の場づくり 

     ・大分県弁護士会における専門家相談業務を行う会員が、（公財）住宅リ 

フォーム･紛争処理支援センターの実施する講習会へ参加した。 

・一級建築士試験（製図）対策の為の施設見学会や二級建築士試験対策勉強会（講 

座：大分市）を実施した。 

・建築セミナーを青年女性委員会と大分支部との協働で大分市都心部一帯において

開催した。 

２）会員の増強のための強化月間の取り組み 

個人・企業・団体賛助会員の加入促進、新規建築士登録者への免許証受け取り時

における建築士会の紹介など加入促進と法人へのＰＲと加入を図った。 

３）公益法人改革３法の財務基準、組織基準の遵守と機動的な対応 

  各月ごとの精算を行い、適宜公益法人財務基準の適合を図った。 

    ４）青年建築士、女性建築士の活動の推進 

      九州ブロック青年・女性建築士協議会、全国青年委員長会議、全国女性建築士連

絡協議会へ参加し、九州各士会及び全国各士会の青年女性建築士との交流と互い

の研鑽を図った。 

    ５）建築士会連合会及び九州ブロック研修会等の支援と参加 

第６７回建築士会全国大会大阪大会が大阪万博会場となっている大阪市で開催さ
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れ多くの会員が参加した。また建築士会九州ブロック会の「建築士の集い福岡大

会」が天神ビッグバンエリアを中心に開催され、青年女性建築士をはじめ多くの

会員が参加した。 

６）第３４回全国まちづくり会議が宮城県仙台市や女川町、石巻市で開催、また九州

まちづくり塾が鹿児島県南九州市・南さつま市で開催され、まちづくりに関係す

る会員が参加した。 

７）建築士登録機関等連絡協議会九州ブロック意見交換会が１１月に福岡市で連合会

登録部出席のもと開催された。建築士登録業務の統一化や一・二級建築士名簿の

インターネット閲覧などについて協議を行った。 

８）令和７年４月 1日から施行された公益法人制度（公益社団法人及び公益財団法人

の認定等に関する法律など）の改正に的確に対応するための講習会参加や大分県

の関係部署への相談などを行い、改正の柱となる「財務規律の柔軟化・明確化」、

「行政手続の簡素化・合理化」、「自律的ガバナンスの充実、透明性の向上」に向

けた段階的手続きに着手した。 
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付属明細書１
（１）会員状況　

項目 賛 助 会 員

支部 一級 二級 木造 小計 特Ａ Ａ Ｂ Ｃ 計

1 高 田 14 11 0 25 1 26 -2 0 0 0 0 0 0 -2

2 国 東 6 8 0 14 0 14 -2 0 0 0 0 0 0 -2

3 別 府 62 20 0 82 1 83 -4 0 3 0 4 7 0 -4

4 大 分 307 83 0 390 71 461 8 5 12 20 22 59 4 12

5 佐 賀 関 11 7 0 18 15 33 -2 1 2 0 2 5 2 0

6 臼 杵 31 13 0 44 21 65 2 0 2 0 3 5 0 2

7 津 久 見 6 9 0 15 1 16 -2 0 1 0 0 1 0 -2

8 佐 伯 23 18 0 41 4 45 -3 0 3 1 0 4 0 -3

9 豊 後 大 野 13 11 0 24 0 24 -1 0 1 0 0 1 0 -1

10 竹 田 15 16 0 31 1 32 0 0 1 1 0 2 0 0

11 玖 珠 13 8 0 21 0 21 0 0 0 0 0 0 0 0

12 日 田 41 36 0 77 1 78 -5 0 3 2 0 5 -1 -6

13 中 津 40 23 0 63 5 68 -2 0 0 0 0 0 0 -2

14 宇 佐 32 15 0 47 6 53 1 0 0 1 0 1 -1 0

R7年度計 614 278 0 892 127 1,019 -12 6 28 25 31 90 4 -8

R6年度計 616 292 0 908 123 1,031 -9 6 28 25 27 86 1 -8

R6-R7増減 -2 -14 0 -16 4 -12 0 0 0 4 4

（２）入会金、会費等の納入状況（未収を含まず）    令和8年3月31日現在

項目 

入会金 正・準会員会費
 支部

1 高 田

2 国 東

3 別 府

4 大 分

5 佐 賀 関

6 臼 杵

7 津 久 見

8 佐 伯

9 豊 後 大 野

10 竹 田

11 玖 珠

12 日 田

13 中 津

14 宇 佐

合　計 21,000 9,324,000

2,000

14,000

351,200

240,000

190,400

4,213,600

0

0

285,600

0

156,000

1,000

準会員
全体
増減

166,000

386,200

合　　計

653,500624,000

246,400

142,400

716,800

4,575,100

賛助会員会費

27,500

0

0

事業報告資料(会員・会費状況）

賛助会
員増減計

正準会
員増減

NO.

   令和8年3月31日現在

NO.

正   会   員

0

0

0

142,400

676,800

354,600

246,400

313,600

5,000

40,000

347,500

40,000

620,800

250,000

10,000

523,800

786,400

35,000

10,000

620,800

746,400

2,000 516,800

0

9,915,000

302,600

190,400

570,000

15,000

0

40,000

0

0

2,000

0
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令和７年度事業報告書               付属明細書２

法人運営のための諸会議を以下の通り実施した。

＜総会・理事会＞ 

年月日 会 議 名 場 所 出席者 概   要

R7. 5.13 会計監査
事 務 局

会 議 室

出席者  

監事  3 名

立会  2 名

令和６年度会計監査

R7. 5.21 
第 １ 回

理 事 会

コンパル

ホ ー ル

理事 26 名

WEB 3 名
監事 1 名

①令和６年度事業報告について

②令和６年度収支決算について

③代表理事及び業務執行理事の業務執行状況の報告につい

て

④会員名簿の作成にあたり支部還元割合や電子化について

⑤新しい公益法人制度について

⑥その他報告等

R7. 6.13 通常総会
コンパル

ホ ー ル

出席者

49 名

委任状

428 名

計  477 名

①令和６年度事業報告の件

②令和６年度決算の承認の件

③令和７年度事業計画及び収支予算書の件

④その他会務報告

R7.12.11 
第 ２ 回

理 事 会

コンパル

ホ ー ル

出席者  

理事 28 名

監事  2 名

講演：「木材利用を促進する基準の合理化と支援策」

講師：日田市副市長 服部浩治氏

①令和７年度事業執行状況について

②令和 7 年度予算執行状況について 

③令和 8 年度役員改選について 

④代表理事及び業務執行理事の業務執行状況の報告 

⑤本会の財務改善、会員増強対応について

⑥令和 8 年度事業計画及び収支予算書について（お知らせ）

⑦その他報告等

R8. 3.18 
第 ３ 回

理 事 会

コンパル

ホ ー ル

出席者  

理事 24 名

WEB 1 名

監事  1 名

①各支部、各委員会公益事業一覧

②令和 8 年度事業計画(案)について

③令和 8 年度収支予算(案)について

④令和 8 年度役員改選の準備について

⑤令和７年度通常総会場所・議題について

⑥本会の財務改善策･(会費値上げ)会員増強策について

⑦その他報告等

＜役員会議＞

年月日 会 議 名 場 所 出席者 概   要

R7. 5.19 第１回拡大

役員会議

事 務 局

会 議 室
対面 7 名

①令和 7 年度第 1 回理事会議題について

②令和 7 年度通常総会について

③永年会員表彰式及び懇親会について

④その他協議事項

R7. 12.8 第２回拡大

役員会議

事 務 局

会 議 室
対面 10 名

①令和 7 年度第 2 回理事会について

②「おおいた木の良さを生かした建築賞 2025」業務の受

託について

③令和 7 年度木造住宅耐震診断審査について

④その他報告等

R8. 3.16 第３回拡大

役員会議

事 務 局

会 議 室

対面 8 名

WEB 3 名

①令和７年度第 3 回理事会について 

②会費の値上げについて 

③その他報告等
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各委員会での会議及び活動を以下の通り実施した。 

＜総務委員会（兼：法務部会）＞

会の運営、会員増強対策、法改正対応、公益事業の進捗管理等会の総務に係る事項

日 時 会 議 名 場 所 出席者 概   要

R7. 4. 8 第 １ 回

役 員 会

事 務 局

会 議 室
対面 6 名

①会員少数支部へのサポートについて

②財政健全化策・賛助会員増強について

③支部公益事業について

R7. 4.22 第 ２ 回

役 員 会

事 務 局

会 議 室
対面 6 名

①財政健全化について

②収入増加策について

③行政からの受託事業につて

R7. 7.15 第 １ 回

総務委員会

事 務 局

会 議 室
対面 11 名

①小数支部へのサポートについて

②全国事例

③現状把握

④財政健全化策について

R7. 8.26 
第 ３ 回

役 員 会

事 務 局

会 議 室
対面 6 名

①外部理事・外部監事の導入について

②財政健全化のスケジュールについて

③収入増加策について

④支出削減策について

⑤公益事業の厳選化について

⑥県・市などからの受託事業について

R7. 9.30 第 ２ 回

総務委員会

事 務 局

会 議 室

対面 11 名

WEB 3 名

①外部理事・外部監事の導入について

⑤財政健全化について

⑥公益事業の厳選化について

④新たな事業について

⑤会員増強について

⑥今後のスケジュール

R8. 3.13 第 ３ 回

総務委員会

事 務 局

会 議 室

対面 14 名

WEB 3 名

①各支部・各委員会の「R8 公益事業」交付決定審査

②財政健全化・会費の値上げ検討

③今後のスケジュール

＜事業委員会＞

会員の技術力向上のための各種研修、講習会の開催及び会員の親睦と交流を深める事項

日 時 会 議 名 場 所 出席者 概   要

R7.10.18 
建築甲子園

大分県大会

（審査会）

コンパル

ホ ー ル
審査員 5 名

・出品点数 ３作品

・鶴崎工業高校２作品、大分工業高校１作品 

・最優秀賞を選出し、連合会に送付

「奨励賞」受賞

(全国からの応募 79 校 157 作品) 

R8. 3.14 
脱炭素に関

連した施設

見学会

①九重町

八鹿酒造

②九州電力

八丁原発電

所

対面 20 名

①八鹿酒造「旧酒蔵」では素材の土壁による温熱環境に

関する施設を見学

②九州電力「八丁原発電所」では再生可能エネルギー発

電である地熱発電のしくみと新たな取り組みの学び

＜情報広報委員会＞

① ホームページの更新、建築士おおいたの編集・発行（編集委員会）を円滑に進める事項 

日 時 会 議 名 場 所 出席者 概   要

R7. 7. 5 
第 １ 回

編 集 部 会

事 務 局

会 議 室
対面 9 名 ① 建築士おおいたの発行について 

R7. 9. 6 
第 ２ 回

編 集 部 会

事 務 局

会 議 室
対面 10 名 ① 建築士おおいたの発行について 

R8. 1.17 
第 ３ 回

編 集 部 会

事 務 局

会 議 室
対面 7 名 ① 建築士おおいたの発行について 

R8. 2.28 
第 ４ 回

編 集 部 会

事 務 局

会 議 室
対面 10 名 ① 建築士おおいたの発行について 
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②「建築士おおいた」の発行

事   業   名 概    要

「建築士おおいた」№１３５ 令和７年９月３０日 発行

「建築士おおいた」№１３６ 令和８年３月２４日 発行

＜歴史的建造物委員会＞

①歴史的建造物の調査等、建築士会の業務に関連する調査・研究に係る事項

日 時 会 議 名 場 所 出席者 概   要

R7.11.10 
第 １ 回

委 員 会
WEB WEB 20 名

①「おおいたの職人調査リスト」について

②ヘリテージマネージャー養成研修について

③気候風土適応住宅大分県版の基準策定状況の報告

④その他各地の動き

 襟江亭（日出町）、平尾邸（別府市）について

⑤杵築市伝統的建造物群保存地区について

⑥旧大分市情報学習センター見学研修会    

⑦（仮）歴史的建造物・再生を行う大分県建築士会建築設計

事務所の設立について

⑧その他

R7.11.22 

旧大分市情

報学習セン

ター見学研

修会

大 分 市

会員 16 名

一般 7 名

学生 20 名

磯崎新の建築を見学

講師 石井 翔大 氏（日本文理大学工学部建築学科 准教授）

②ヘリテージマネージャー養成研修

日 時 回 場 所 出席者 概   要

R7. 4. 5 第１回

大分市荷揚複合

公共施設２階大

分中央公民館  

「大会議室」

対面 28 名
①降幡真氏の『心の建築』～古民家再生が実現できたその訳

（降幡建築設計事務所・山共建設株式会社代表取締役） 

②『創立 50 周年記念』お礼の写真展          

芳山 憲祐 氏（（株）大分住宅研究室） 

R7. 7. 5 第２回
大分市美術館 

研修室
対面 27 名

伝統的建築物とまちづくり 

～活用検討の提案事例から～ 

  山田 由香里 氏（長崎大学総合科学大学教授）  

R7. 9.27 第３回

大分市戸次本町

「帆足本家

酒造蔵」

対面 30 名
①瓦について 有田 頼正 氏（有田建築設計室） 

②尺寸、木組み 光井 智 氏（ひかり建築工房） 

③調査の仕方・まとめ方 養父 信義 氏（Y・O設計） 

R7.10.26 第４回
各調査候補  

建築物
参加 30 名

登録有形文化財登録演習のための各班構成による実地調査； 

第１班：杵築市｢興津邸」第２班：玖珠町｢玖珠郡教育会館｣ 

第３班：臼杵市｢木辺家｣ 第４班：大分市｢キャラハン邸｣ 

第５班：臼杵市｢樹林寺本堂｣ 

R7.11.29 第５回 佐伯市遊志庵 対面 20 名
①伝統的構造物の工法 古川 保 氏（すまい塾古川設計室会長）

②岩佐邸の見学 和田 恵利子 氏（杢のすまい設計室） 

R7.12. 6 第６回
大分市アート 

プラザ研修室
対面 19 名

①登録有形文化財申請に係る演習中間報告 各班代表者 

②保存物件修理工事概算見積りの出し方         

③事例演習 

芳山 憲祐 氏（（株）大分住宅研究室） 
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R8. 2. 7 第７回

J:COM 
ホルトホール

大分
対面 21 名

①登録有形文化財の手引きについて 

 小堀 嵩 氏（大分県教育庁文化課） 

②登録有形文化財申請に係る演習成果の発表 

 各班代表者発表 

  講評：養父 信義 氏（Y・O設計）、

芳山 憲祐 氏（（株）大分住宅研究室） 

R8. 3. 7 第８回

八女市

「旧八女郡役所

キトラス」

対面 20 名

①デザイン研究会の活動など

中島 孝行 氏（中島孝行アトリエ） 

②八女福島町並みの見学（重要伝統的建造物群保存地区） 

③修了式 幸会長 

＜防災委員会＞

災害時に備えた応急危険度判定士活動、住家の被害認定活動等に係る事項

日 時 会 議 名 場 所 出席者 概   要

R7. 6. 4  

罹災証明に必

要な住家の被

害認定調査

研修会

日田市複

合文化施

設 AOSE 
対面 24 名

①被害認定調査に係る基礎知識､法制度等

②被害認定調査の実務について（地震編）

③被害認定調査の実務について（水害編）

④建築士会と市町村との覚書の締結について

R7.12. 7 

～ 12.25 

佐賀関

大規模火災

対応

佐賀関 

田中地区

延べ 11 名

参加

・被災建築物状況調査とアドバイス（３棟）

・被災者入居先空き家の状況調査（１棟）

・被災者仮住居への家財や電化製品の運搬、援助物資の整

理、火災被害建築物における思い出の品収集援助（６件）

・県南ブロックからの食糧（米）の援助申し入れ

R8. 2. 9 
第 １ 回

委 員 会

事 務 局

会 議 室
対面 10 名

①佐賀関「田中連合区復興事務局有識者会議」参加につい

 て

②被災建築物応急危険度判定研修会開催について

③住家の火害認定調査研修会

④防災出前講座への取り組みについて

⑤佐賀関大火後の活動報告

R8. 3.12 

大分県災害ボ

ランティアセ

ンター支援ネ

ットワーク連

絡協議会

大分県総

合福祉

会館

事務局 1 名

・令和７年度事業報告

・来年度以降の取り組み

・大分市佐賀関大規模火災に係る災害支援活動

・出席団体による意見、情報交換会

＜地域貢献・まちづくり推進委員会＞

①行政や関係団体からの受託事業や人材派遣などを通して図られる地域貢献やまちづくり活動の事項

日 時 会 議 名 場 所 出席者 概   要

R7. 9. 5 
第 １ 回

委 員 会

コンパル 

ホール
対面 12 名

①日本建築士会連合会主催「まちづくり賞入賞作品」紹介

②景観整備機構の指定について

③まちづくり部会地域リーダーについて

④その他九州まちづくり塾や全国まちづくり委員長会議

の予定

R7. 9.18 まちづくり賞

最終選考会

全国大会 

おおさか

大会

説明者 2 名
「空の特攻、海の特攻～支部広域連合による戦争遺構の

まちづくり～」の作品が第１３回まちづくり賞優秀賞を

受賞 
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②空き家相談会等への行政協力

日 時 会 議 名 場 所 出席者 概   要

R7. 5.25 空き家相談会

大分市

佐賀関

公民館

派遣

延べ 2 名

大分市との空き家相談体制への協力

・相談件数 5 件

R7. 8.24 空き家相談会

大分市

 大在  

公民館

派遣

延べ 2 名

大分市との空き家相談体制への協力

・相談件数 4 件

R7.10.26 空き家相談会

大分市

野津原

公民館

派遣

延べ 2 名

大分市との空き家相談体制への協力

・相談件数 7 件

R8. 1.25 空き家相談会

J:COM
ホルトホー

ル大分

派遣

延べ 2 名

大分市との空き家相談体制への協力

・相談件数 5 件

＜昇降機等定期検査報告推進委員会＞

 昇降機の安全な維持、保全に資する定期報告業務の充実を図る事項

日 時 会 議 名 場 所 出席者 概   要

R7.10. 3 
定期調査・ 

検査報告関係 

団体連絡会議 

東 京 都 対面 1 名

①建築基準法の手続きに関する DX 推進 

②定期調査のオンライン化について 

③昇降機等の事故報告 

④簡易リフトに関する法令の手続きの変更 

R8. 2.16 第 １ 回 

委 員 会 

事 務 局 

会 議 室 
対面 6 名

①昇降機センターの運営について 

②令和７年度「定期調査・検査報告関係団体連絡会議」 

 の報告 

③昇降機センター運営会議幹事会の開催について  

R8. 3. 5 
昇降機センタ

ー運営会議 

幹事会 

事 務 局 

会 議 室 
対面 5 名

①昇降機センター運営について 

②Ｒ７年度「定期報告・検査報告関係団体連絡会議」の

参加報告 

③昇降機等保守点検担当者研修会や協議会内の研修・親

睦等について 

＜CPD・専攻建築士・試験・登録対策委員会＞

建築士試験、登録及び専攻建築士認定等に関する受託業務の適正な運営を図る事項

日 時 会 議 名 場 所 出席者等 概  要

R8. 3.26 第 １ 回 

委 員 会 

事 務 局 

会 議 室 

対面 6 名

WEB 1 名

①CPD、専攻建築士、建築士登録等状況報告

②CPD、専攻建築士制度の現状について

③本年度一級、二級、木造建築士試験の実施報告

④建築士登録事務の現状

R7. 7. 6 二級建築士 

学科試験 

県立芸術文

化短期大学 

監理員

10 名
【二級】実受験者数：146 名 

R7. 7.27 
一級･木造 

建築士 

学科試験 

大分大学 
監理員 

13 名

【一級】実受験者数：177 名 

【木造】実受験者数：  1 名 

R7. 9.14 二級建築士 

設計製図試験 
大分大学 

監理員

9 名
【二級】実受験者数：91 名 

R7.10.12 
一級･木造 

建築士 

設計製図試験 

県立芸術文

化短期大学 

監理員 

8 名

【一級】実受験者数：50 名 

【木造】実受験者数： 0 名 
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＜青年女性委員会＞

青年女性両委員会統合後の活動の活性化を目的とする会議、研修会等の事項

日 時 会 議 名 場 所 出席者 概   要

R7. 4.22 
第 １ 回

委 員 会

事 務 局 

会 議 室

対面 11 名

WEB 6 名

①全国青年委員長会議報告、建築女子会報告

②建築士の集い in 福岡について

③建築セミナーin 大分について

④地域実践活動発表について

⑤その他、今後の予定について

R7. 6.13 総 会
コンパル

ホ ー ル
対面 8 名

①令和６年度事業報告及び決算報告について

②令和７年度事業計画及び予算について

③令和７年度建築士の集い「福岡大会」について

④「おおいた建築セミナー」について

⑤その他報告事項

R7. 8.15 
一級建築士製

図対策

勉強会

佐伯市役所
参加者

11 名

県内の自治体庁舎では初となる免震構造が採用された佐

伯市役所の地下ピットやバックヤード、議場などを見学

講師：竹宮 浩一郎 氏（アトリエテイク）

R8. 2.28 
第 ２ 回

委 員 会

中 津 市

中津新博多

町センター

対面 20 名

①令和７年度事業報告（中間）

②令和８年度「建築士の集い（熊本大会）」地域実践活動

について

③その他報告事項

R8. 3.20 
建築女子会

in 日田

草野本家等

日田市内

各所

会員

28 名

非会員

2 名

伝統的建造物群保存地区である日田市豆田町の街歩き、

現在工事中の廣瀬淡窓旧宅南家主屋保存修理工事の見学

等、建築女子たちの結束を固めるイベントを開催

宮崎県建築士会、鹿児島県建築士会の女性会員も参加

講師：養父 信義 氏（Y.O 設計）

＜おおいた木の良さ生かした建築賞＞ 

 大分県から現地視察を含む審査会の開催や表彰式の実施、作品集の作成などを受託した。

 日 時 会 議 名 場 所 出席者 概   要

R7.10.31 第１次審査
事 務 局

会 議 室 

大分県、

選考委員

審査基準の確認後、応募数３６作品の中から一次審査を

行い、現地審査対象作品を選考

R7.12. 1 

～12. 2 
現地審査 各 所

大分県、

選考委員

一次審査で先行された作品の現地審査

１日目：別府市～由布市～日田市～宇佐市

２日目：大分市～豊後大野市～竹田市

R7.12.15 最終審査
事 務 局

会 議 室

大分県、

選考委員

最優秀賞２作品【豊後大野市おがたこども園】〈設計：

NKS２アーキテクツ〉【Āngel nini】〈設計：伊藤憲吾建

築設計事務所〉、優秀賞４作品、入賞７作品を選考

R8. 1.30 表彰式

iichiko 総

合文化セン

ター B１

「県民ギャ

ラリー」

大分県、

選考委員、

入賞関係者

・主催者挨拶

・表彰状､盾､授与

・作品紹介（関係者によるプレゼンテーション）

・審査講評
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★その他、委員会活動に属しない県内研修会、講習会等の開催等

＜全国大会＞

日 時 名 称 場 所 参加者 概   要

R7. 9.19 
第 67 回建築士会

全国大会

「おおさか大会」

大 阪 市

（グランキュ

ーブ大阪）

参加者 38 名

セッション：青年委員会、女性委員会、景観・

街中（空き家）まちづくり、福祉まちづくり、

防災まちづくり、歴史まちづくり、木の建築

賞、環境部会、木のまちづくり、情報部会

＜おおいた建築セミナー＞

日 時 名 称 場 所 参加者 概   要

R7.12.13
おおいた

建築セミナー

in 大分
大 分 市 参加者 86 名

【テーマ】５０to５０
・講演：「２０to５０」
講師：相馬尊重 氏（由布市長）

・分科会
Ａ「時代 to トーク」
Ｂ「みなと to ホーバー」
Ｃ「めぐる to ビール」

 Ｄ「まち to フード」
・エクスカーション「佐賀関」

＜建築士定期講習の実施＞

建築士法第２２条に基づく定期講習を国の登録講習機関（公益財団法人建築技術教育普及センター

から受託し実施しているもの。（（一社）大分県建築士事務所協会と共催で実施）

日 時 講 習 名 場 所 受講者 概  要

R7. 9. 3 建築士定期講習
大分職業訓

練センター
38 名

受講説明、講義、修了考査

＜建築士会担当＞

R8. 3. 4 建築士定期講習
大分職業訓

練センター
23 名

受講説明、講義、修了考査

＜事務所協会担当＞

＜監理技術者講習の実施＞

建設業法第２６条第２項により定められた講習を国の登録講習機関（公益社団法人日本建築士会

連合会）から受託し実施しているもの。

日 時 講 習 名 場 所 受講者 概  要

R7. 7. 9 監理技術者講習
事 務 局

会 議 室
4 名 受講説明、講義、修了考査

R7.10. 8 監理技術者講習
事 務 局

会 議 室
2 名 受講説明、講義、修了考査

R8. 1.14 監理技術者講習
事 務 局

会 議 室
3 名 受講説明、講義、修了考査

＜その他講習会、研修会の実施＞

日 時 講 習 名 場 所 受講者 概  要

R7. 9. 9 

＜住宅リフォーム

エキスパート＞

「増改築相談員」

研修会

コンパル

ホ ー ル

建築士会申込

新規 5 名

更新 0 名

再登録 2 名

主催：（公財）住宅ﾘﾌｫｰﾑ･紛争処理支援ｾﾝﾀｰ

共催：大分県建設合同労働組合

   大分県室内装飾事業協同組合

１）一般知識編 1 総論･相談・工事の進め方

２）一般知識編 2 性能向上リフォーム

住宅の点検と補修

設備のリフォーム

３）トラブル事例とその対応

４）介護保険における住宅改修･実務解説

５）関連融資･住宅の税金

６）最近のトピック、関連法規・制度

７）考査

士会派遣講師：浅野 健治 氏（㈱浅野建設）

       寺林 貞臣 氏（㈱ユウキ）
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R7.11. 7 
建築士のための住

宅紛争処理支援

セミナー

コンパル

ホ ー ル
対面 19 名

WEB 6 名

主催：（公社）大分県建築士会

協力：（公財）住宅ﾘﾌｫｰﾑ･紛争処理支援ｾﾝﾀｰ

１）住まいるダイヤルの概要と紛争処理

講師：（公財）住宅ﾘﾌｫｰﾑ･紛争処理支援ｾﾝﾀｰ

２）建築士紛争処理委員の役割

講師：津村 泰夫 氏（連合会委員､紛争処

理委員）

３）建築紛争処理に係る法律の基礎知識

講師：岡田 修一 氏（連合会委員､紛争処

理委員､弁護士）

４）質疑・応答

R7. 8. 7 
既存住宅状況調査

技術者講習

（新規講習）

事 務 局 

会 議 室 
対面 4 名

受講説明、講義、修了考査

講師：松﨑 和夫（（公社）大分県建築士会）

R7.10.22 
既存住宅状況調査

技術者講習

（更新講習）

事 務 局 

会 議 室 
対面 3 名

受講説明、講義、修了考査

講師：後藤 洋一 氏
（建築検査 NET おおいた一級建築士事務所）

R7. 4 
～R8. 3 

既存住宅状況調査

技術者講習

（新規講習）

（更新講習）

オンライン 
新規 2 名

更新 5 名

講習動画視聴～修了考査まで、オンラインにより

受講者各自で受講

九州ブロック関係及び連合会関係会議等への参加

①建築士会九州ブロック関係会議等への参加

日 時 会議 ・研修名 場 所 出 席 者 概  要

R7. 4.12 
青年･女性建築士協

議会第１回
役員会

福 岡 県
福 岡 市

甲斐青年委
員長、渕共
同代表
他 3 名

①連合会報告（青年委員会・女性委員会）

②会長会議報告

③令和７年度「建築士の集い 福岡大会」について

④令和８年度「建築士の集い 熊本大会」について

⑤小委員会(運営、情報、会員増強)会議

⑥その他

R7. 6.20 
九州ブロック会

総会
福 岡 県
福 岡 市

幸会長
 松﨑専務

理事

①前回会長会議報告

②令和６年度事業報告、決算報告及び監査報告

③令和７年度事業計画（案）及び収支予算（案）

について

④各県士会提出議題に対する質疑応答について

⑤全国大会九州ブロック開催権について

⑥連合会報告及び連絡事項 他

R7. 6.21 
九州ブロック
第１回九州

まちづくり協議会

福 岡 県
福 岡 市

浅野委員長
他 2 名

①令和６年度活動報告について

②令和７年度活動計画について

③九州まちづくり塾 in 南さつまについて

④各県建築士会からの報告

⑤連合会からの報告

R7. 6.21

青年・女性建築士
協議会

第１回運営
委員会

福 岡 県
福 岡 市

甲斐青年委員

長、渕共同代

表 他 4 名

①連合会報告(青年委員会・女性委員会)、 

②会長会議報告 

③令和７年度「建築士の集い 福岡大会」について

④令和８年度「建築士の集い 熊本大会」について

⑤小委員会(運営、情報、会員増強)会議

⑥その他 

R7. 6.21 建築士の集い
福 岡 県
福 岡 市

参加者 44 名

①記念講演

②地域実践活動の発表

③分科会への参加

④意見交換等
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R7.10.25 

～10.26 

九州まちづくり塾
in 南薩

鹿児島県
南九州市
南さつま市

浅野地域貢献

まちづくり

委員長、

他 1 名

テーマ：「重要伝統的建造物群保存地区の再生活用

を考える ～重伝建 44 年の知覧麓と

6 年の加世田麓を巡って～」

①全体説明

②知覧麓見学

③加世田麓見学

④事例発表

⑤グループ討議「これからの活性化について」

交流会

R7.10.30
建築士登録機関等

連絡協議会
福 岡 県
福 岡 市

松﨑専務理事

兼事務局長、

職員 1 名

《連合会登録部による説明会》

①新規申請マニュアル案の改定内容について

②デジタル庁による国家資格のオンライン化等

③その他連絡事項

R7.11. 1 

青年・女性建築士
協議会

第２回運営
委員会

熊 本 県 
熊 本 市 

甲斐青年委員

長、渕共同代

表 他 4 名

①連合会報告（青年委員会・女性委員会）

②令和７年度「建築士の集い 福岡大会」報告

③令和８年度「建築士の集い 熊本大会」について

④令和９年度「建築士の集い 沖縄大会」について

⑤委員会分け、小委員会会議 他

R7.11.21 
九州ブロック会
事務局長・事務局

職員会議

長 崎 県 
長 崎 市 

松﨑専務理事

兼事務局長、

職員 1 名

①各県提出議題協議

②その他

R7.12. 2 
第 １ 回

九州ブロック会
会 長 会 議

佐 賀 県
唐 津 市

幸会長

①令和 7 年度総会報告

②令和 7 年度事業報告及び中間収支報告

③(仮)令和８年度｢被災歴史的建造物の調査・復旧

支援体制検討のための模擬訓練」に係る実施方

針(案)について

④九州ブロック会行事開催及び役員担当予定表

(案)について

⑤各県提出議題協議

⑥連合会報告 その他

R8. 3. 6 

第 ２ 回
九州ブロック会
会 長 会 議

鹿児島県
鹿児島市

幸会長

①令和７年度事業報告及び収支報告

②令和７年度会員増強補助費報告

③被災歴史的建造物の調査・復旧支援体制検討の

ための模擬訓練

④日本建築士会連合会建築作品賞九州作品展

⑤青年建築士協議会･女性建築士協議会規約の改正

⑥建築士会九州ブロック会大会運営方法(案) 
⑦令和８年度事業計画(案)及び収支予算(案) 
⑧各県士会提出議案に対する質疑応答

⑨日本建築士会連合会役員候補者推薦

⑩九州ブロック研究集会｢建築士の集い」熊本大会

⑪日本建築士会連合会各種委員会推薦

⑫今後の日程

②日本建築士会連合会会議関係

連合会理事会、総務・企画委員会、青年委員会、女性委員会、まちづくり委員会等への参加

日 時 会 議 名 場 所 出席者 概   要

R7. 5.29 第７１回

定例理事会

東 京 都

(対面･

WEB 
併用) 

井上連合会

理事

①令和６年度事業報告について

②令和６年度収支決算について

③第 67 回建築士会全国大会おおさか大会アピール文につい

 て

④第 69 回建築士会全国大会かがわ大会の開催県、開催日程､

会場について

⑤まちづくり委員の交代について

⑥旅費規程の改定について他
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R7. 6.17 令和７年度

通常総会
東 京 都 

井上、松﨑

連合会理事

 幸会長

①令和６年度事業報告及び６年度決算承認の件     

②理事の選任の件

③令和７年度事業計画及び予算報告の件 

R7. 6.17 第７２回

臨時理事会
東 京 都

(WEB) 
井上、松﨑

連合会理事

①専務理事の選任について

②その他

R7. 7.19 
～ 7.20 

令和７年度

第３４回

「全国女性

建築士連絡

協議会」

山 形 県
山 形 市

(対面･
WEB 
併用) 

渕共同代表

他

参加者 6 名

（内、WEB
1 名）

テーマ「山形から発信 みらいへつなぐ木への挑戦

      ～雪・山・川がおりなす食文化と共に～」

①全体会、分科会（A～G）

②被災地報告、活動報告

（山形県、石川県、福島県、兵庫県）

③基調講演

１）「木造建築の可能性」

   講師：瀬野 和広 氏（瀬野和広＋畝系アトリエ）

   講師：鍋野 友哉 氏（鍋野友哉アトリエ）

R7. 9.18 

第７３回

定例理事会

（理事･士会

長合同会議）

大 阪 府 

大 阪 市

井上、松﨑

連合会理事、

幸会長

①日本建築士会連合会長表彰、伝統的技能者表彰について

②第 5 回建築作品賞の審査結果及び第 6 回建築作品賞の実施

について 他

R8. 1.15 第７４回

定例理事会
東 京 都

井上、松﨑

連合会理事

①令和 8 年度事業計画（案）及び収支予算（案）について

②第 68 回建築士会全国大会ぐんま大会予算（案）について

③令和 7 年 7 月 1 日「建築士の日」事業について

④木の建築賞について

⑤おおさか大会決算報告について

⑥特定資産の取り崩し、就業規則等の改定、表彰規定の変更

⑦会誌の発行について他

R8. 2.20 
令和７年度

「全国職員会

議」

東 京 都

松﨑専務理

事兼事務局

長

他職員 1 名

①令和 8 年度事業計画について

②建築士免許登録事務等について

③建築士会全国大会開催日程について

④会誌の発行について

⑤財政健全化 TF（タスクフォース）について

⑥連合会に期待したい事項等（まちづくりや青年・女性・Ｃ

ＰＤ関係での要望事項、その他日常において困っているた

めに改善要望事項 等）について

⑦（公財）建築技術教育普及センター（出席について内諾を

得ています。）からの情報提供（試験業務及び講習業務）

について

⑧その他

R8. 1.30 
 ～1.31 

第３４回

全国まちづく

り会議

in みやぎ

宮城県
仙台市
女川町
石巻市

浅野おおい

た地域貢献

まちづくり

委員長

ほか３名

「東日本大震災から１５年 復興の形と記憶の継承」

～建築士会が関わった復興住宅の今と震災遺構を訪ねる～

・第１日目 ＜会議＞

「女川のまちづくり～非居住地と移転・新たな町の整備～」

  講師：女川町産業振興課 木村明宏氏

「巨大地震・津波の被害認定と必要な備え・行動」

  講師：宮城県復興・危機管理部防災推進課  

【パネルディスカッション】

 ・第２日目 ＜まち歩き＞

「女川町まちなか交流館」

「いしのまき元気いちば」

「石巻市震災遺構門脇小学校」

「みやぎ東日本大震災津波伝承館」
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R8. 3.12 第７５回

定例理事会
(WEB) 井上、松﨑

連合会理事

①就業規則の改定について

②資産運用について

③住宅紛争処理支援セミナー実施結果について

④令和８年度建築士の日事業について

⑤報告事項他

R8. 3. 7 
～ 3. 8 

令和７年度

「全国青年委

員長会議」

愛 知 県

豊 橋 市

日髙副青年

委員長

テーマ：「士会の豊かな職能とその可能性を掘り起こし 社会

とのかかわり方を広げよう」

～ アイデアをカタチにした学生コンペ 徹底解剖 ～

・委員長会議

＜各種表彰者＞

◎令和７年建設事業関係功労者等国土交通大臣表彰   養父 信義 氏 （日田支部） 

 ◎令和７年大分県功労者表彰             冨部 直 氏  （中津支部） 

◎令和７年度建築士会連合会会長表彰     高 野 幸 雄 氏 （豊後大野支部）

山 本 伸 二 氏 （大分支部） 

伊 藤 憲 吾 氏 （大分支部） 

＜令和 7 年 9 月 19 日第 67 回建築士会全国大会大阪大会にて受賞＞

◎令和６年度伝統的技能者表彰        後 藤 五 郎 氏 （大分市千歳在住）

                         （ 職 種 ： 左 官 ）

＜令和 7 年 9 月 19 日第 67 回建築士会全国大会おおさか大会にて受賞＞

＜物故者＞

令和７年度に６名の会員がご逝去されました。

生前の建築士会へのご功績を偲び、心からご冥福をお祈り申し上げます。

    令和７年  ４月  大分支部  梶 原 和 久 様

    令和７年  ６月   佐伯支部  風 戸  彰 様

    令和７年  ７月  中津支部  矢 永 良 雄 様

令和７年 １０月  大分支部  吉 田 豊 喜 様

令和７年 １０月  中津支部  西 胤  稔  様

令和８年  ２月  別府支部  中 山 良 一 様
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第２号議案 令和７年度収支決算の承認の件
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法　人　名：公益社団法人　大分県建築士会（公益）

（単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増減

Ⅰ  資産の部

   1. 流動資産

          現金預金 17,438,871 15,998,480 1,440,391

          売掛金 1,404,000 1,174,000 230,000

          未収金 1,747,932 4,522,900 △ 2,774,968

        流動資産合計 20,590,803 21,695,380 △ 1,104,577

   2. 固定資産

     (1)基本財産

        基本財産合計 0 0 0

     (2)特定資産

          建物付属設備（特） 471,096 557,928 △ 86,832

          敷金（特） 2,331,600 2,331,600 0

          公益目的事業費用積立金 22,500,000 24,500,000 △ 2,000,000

　　　　　公益目的保有資産積立金 22,000,000 22,000,000 0

          ヘリテージマネージャー育成積立金 200,000 200,000 0

        特定資産合計 47,502,696 49,589,528 △ 2,086,832

     (3)その他固定資産

　　　　　什器備品 66,034 110,056 △ 44,022

　　　　　ソフトウェア(定期報告システム) 0 0 0

        その他固定資産合計 66,034 110,056 △ 44,022

        固定資産合計 47,568,730 49,699,584 △ 2,130,854

        資産合計 68,159,533 71,394,964 △ 3,235,431

Ⅱ  負債の部

   1. 流動負債

          未払金 1,717,382 917,444 799,938

          未払法人税等 115,000 106,600 8,400

          未払消費税等 427,400 495,400 △ 68,000

          預り金 154,611 255,945 △ 101,334

        流動負債合計 2,414,393 1,775,389 639,004

   2. 固定負債

        固定負債合計 0 0 0

        負債合計 2,414,393 1,775,389 639,004

Ⅲ  正味財産の部

   1. 指定正味財産

　　　　　寄附金 200,000 200,000 0

　　　　指定正味財産合計 200,000 200,000 0

（うち特定資産への充当額） (200,000) (200,000) 0

   2. 一般正味財産 65,545,140 69,419,575 △ 3,874,435

（うち特定資産への充当額） (47,302,696) (49,389,528) △2,086,832

        　正味財産合計 65,745,140 69,619,575 △ 3,874,435

        　負債及び正味財産合計 68,159,533 71,394,964 △ 3,235,431

貸 借 対 照 表
令和 ８年 ３月 ３１日 現在
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法　人　名：公益社団法人　大分県建築士会

（単位：円）

科　　　　目 公益１会計 公益２会計 公益共通 公益小計 収益事業等会計 法人会計 内部取引等消去 合計

Ⅰ  資産の部
   1. 流動資産
          現金預金 3,313,057 3,074,066 6,387,123 5,937,292 5,114,456 0 17,438,871
          売掛金 0 0 1,404,000 0 0 1,404,000
          未収金 77,474 893,200 0 970,674 0 777,258 0 1,747,932
        流動資産合計 3,390,531 3,967,266 0 7,357,797 7,341,292 5,891,714 0 20,590,803
   2. 固定資産
     (1)基本財産
        基本財産合計 0 0 0 0 0 0 0 0
     (2)特定資産
          建物付属設備（特） 141,325 282,659 0 423,984 47,112 0 0 471,096
          敷金（特） 699,480 1,398,960 0 2,098,440 233,160 0 0 2,331,600
          公益目的事業費用積立金 0 0 22,500,000 22,500,000 0 0 0 22,500,000
          公益目的保有資産積立金 0 0 22,000,000 22,000,000 0 0 0 22,000,000
          ヘリテージマネージャー育成積立金 0 200,000 0 200,000 0 0 0 200,000
        特定資産合計 840,805 1,881,619 44,500,000 47,222,424 280,272 0 0 47,502,696
     (3)その他固定資産
          什器備品 0 66,034 0 66,034 0 0 0 66,034
          ソフトウエア(定期報告システム) 0 0 0 0 0 0 0 0
          他会計長期貸付金 5,040,473 92,788,730 △ 97,829,203 0
        その他固定資産合計 0 66,034 0 66,034 5,040,473 92,788,730 △ 97,829,203 66,034
        固定資産合計 840,805 1,947,653 44,500,000 47,288,458 5,320,745 92,788,730 △ 97,829,203 47,568,730
        資産合計 4,231,336 5,914,919 44,500,000 54,646,255 12,662,037 98,680,444 △ 97,829,203 68,159,533
Ⅱ  負債の部
   1. 流動負債
          未払金 4,976 790,000 0 794,976 710,094 212,312 0 1,717,382
          未払法人税等 0 0 0 0 115,000 0 0 115,000
          未払消費税等 0 0 0 0 0 427,400 0 427,400
          預り金 24,400 0 0 24,400 130,211 0 154,611
        流動負債合計 29,376 790,000 0 819,376 825,094 769,923 0 2,414,393
   2. 固定負債
          他会計長期借入金 27,787,962 137,485,907 △ 67,444,666 97,829,203 0 0 △ 97,829,203 0
        固定負債合計 27,787,962 137,485,907 △ 67,444,666 97,829,203 0 0 △ 97,829,203 0
        負債合計 27,817,338 138,275,907 △ 67,444,666 98,648,579 825,094 769,923 △ 97,829,203 2,414,393
Ⅲ  正味財産の部
   1. 指定正味財産

寄付金 200,000 200,000 200,000
指定正味財産合計 200,000 200,000 200,000
(うち特定資産への充当額) (200,000) (200,000) (200,000)

   2. 一般正味財産 △ 23,586,002 △ 132,560,988 111,944,666 △ 44,202,324 11,836,943 97,910,521 0 65,545,140
(うち特定資産への充当額) (840,805) (1,681,619) (44,500,000) (47,022,424) (280,272) (0) (0) (47,302,696)

        正味財産合計 △ 23,586,002 △ 132,360,988 111,944,666 △ 44,002,324 11,836,943 97,910,521 0 65,745,140
        負債及び正味財産合計 4,231,336 5,914,919 44,500,000 54,646,255 12,662,037 98,680,444 △ 97,829,203 68,159,533

貸借対照表内訳表

令和 　8年  3月 31日 現在
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公益社団法人 大分県建築士会 （単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金額
（流動資産） 現金預金

現金 手元保管 運転資金として 20,000

普通預金 大分銀行　本店営業部 運転資金として 8,141,784

普通預金 大分銀行　県庁内支店 運転資金として 7,840,737

普通預金 ゆうちょ銀行 運転資金として 518,376

普通預金 三井住友信託銀行　大分支店 運転資金として 27,500

普通預金 大分県信用組合　高田支店 運転資金として 8,023

普通預金 豊和銀行　別府支店 運転資金として 7

普通預金 大分銀行　県庁内支店 運転資金として 100,738

普通預金 大分銀行　佐賀関支店 運転資金として 4

普通預金 大分銀行　臼杵支店 運転資金として 71,716

普通預金 大分銀行　津久見支店 運転資金として 44

普通預金 豊和銀行　三重支店 運転資金として 12

普通預金 大分銀行　竹田支店 運転資金として 16,002

普通預金 大分銀行　ここのえ支店 運転資金として 130,243

普通預金 大分銀行　日田支店 運転資金として 7,906

普通預金 大分銀行　中津支店 運転資金として 5

普通預金 大分県信用組合　宇佐支店 運転資金として 555,774

振替口座 ゆうちょ銀行　179店 木造住宅耐震診断手数料振込専用口座 0

＜現金預金計＞ 17,438,871

未収金

大分支部、佐伯支部、中津支部、別府支部 未収会費 161,600

新日本法規出版㈱ 公益目的事業に係る図書斡旋手数料収入 1,860

(一社)大分県建築構造技術センター 賃借料、リース料、水道光熱費負担分 613,798

(一社)大分県建築士事務所協会 公益目的事業に係る第４期受託料収入 68,250

（公社）日本建築士会連合会 公益目的事業に係る令和7年度登録事務委託費 9,224

玖珠町 公益目的事業に係る玖珠郡教育会館調査業務委託収入 497,200

杵築市 公益目的事業に係る興津家【主屋】　【離れ･土塀･長屋門】　建物調査報告書作成業務委託収入 396,000

＜未収金計＞ 1,747,932

売掛金

東芝エレベーター他 昇降機定期報告手数料（小荷物含む） 1,404,000

＜売掛金計＞ 1,404,000

20,590,803

（固定資産） 特定資産

公益目的事業費用積立金 大分銀行　県庁内支店（普通預金） 公益目的事業積立金であり、公益目的事業に充てる為積み立てている 12,500,000

公益目的事業費用積立金 大分銀行　県庁内支店（定期預金） 公益目的事業積立金であり、公益目的事業に充てる為積み立てている 10,000,000

寄附金 大分銀行　県庁内支店（普通預金） ヘリテージマネージャー育成を目的とした積立金 200,000

建物付属設備 大分市城崎町1-3-31　AIG大分ビル 公益目的事業、収益事業及び管理業務で使用している共用財産 471,096

敷金 大分市城崎町1-3-31　AIG大分ビル 公益目的事業、収益事業及び管理業務で使用している共用財産 2,331,600

公益目的保有資産積立金 三井住友信託銀行　大分支店（定期預金） 公益目的保有財産であり、公益目的事業の原資準備金として積み立てている 10,000,000

公益目的保有資産積立金 大分銀行　県庁内支店（定期預金） 公益目的保有財産であり、公益目的事業の原資準備金として積み立てている 12,000,000

＜特定資産計＞ 47,502,696

その他固定資産

什器備品 大分市城崎町1-3-31　AIG大分ビル 公益目的事業、収益事業及び管理業務で使用している共用財産 66,034

＜その他固定資産計＞ 66,034

47,568,730

68,159,533

場所・物量等 使用目的等 金額

（流動負債） 未払金

富士フイルムBI大分㈱ 公益目的事業及び管理業務における印刷費・アンチウイルスソフト使用料等 58,777

NTT西日本㈱、NTTドコモビジネス㈱ 公益目的事業及び管理業務における電話代､インターネット使用料 16,297

大分県タクシーチケット事業協同組合 公益目的事業及び管理業務におけるタクシー代 1,850

ヤマト運輸㈱ 収益事業に係る書類発送費 1,914

日本郵便㈱ 公益目的事業及び収益事業に係る会誌発送費 81,155

(一財)日本建築設備昇降機センター 収益事業に係る昇降機報告済証代 708,180

AIG損害保険㈱ 公益目的事業及び収益事業に係る電力基本料金、使用料金 47,233

(一社)大分県建築士事務所協会 公益事業に係る第4期定期講習受託料 4,976

（公社）福岡県建築士会 公益事業及び管理業務における会議費 7,000

㈱栄工社 公益事業に係る印刷費（HM） 210,000

養父信義他7名 公益事業に係る業務委託費 580,000

大分税務署、大分県、大分市 未払消費税等、未払法人税等 542,400

＜未払金計＞ 2,259,782

預り金

職員 雇用保険料 65,946

職員及び講師 源泉所得税 64,265

二級・木造登録申請者 申請手数料 24,400

＜預り金計＞ 154,611

2,414,393

（固定負債） なし

＜固定負債計＞ 0

0

2,414,393

65,745,140

68,159,533

財　産　目　録
令和８年３月３１日現在

貸借対照表科目

　流動資産合計

　固定資産合計

負債及び正味財産合計

資産合計

貸借対照表科目

　流動負債合計

　固定負債合計

負債合計

正味財産
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法　人　名：公益社団法人　大分県建築士会（公益）

科　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　　減 摘　　　　　要

Ⅰ  一般正味財産増減の部

   1. 経常増減の部

     (1)経常収益
　　　　　特定資産運用益
            特定資産受取利息 0 0 0
          受取入会金
            入会金収入 21,000 26,000 △ 5,000
　　　　　受取入会金計 21,000 26,000 △ 5,000
          受取会費 0
            正・準会員会費収入 9,476,000 9,661,600 △ 185,600
            賛助会員会費収入 570,000 567,500 2,500
          受取会費等計 10,046,000 10,229,100 △ 183,100
          事業収益 0
            講習会・研修会収入 945,180 860,150 85,030 監理技術者､既存住宅状況調査技術者講習等

            共済事業収入 147,947 157,803 △ 9,856 けんばい､既存住宅保険､こうばい等広告宣伝費

            広告収入 0 1,013,710 △ 1,013,710 会員名簿登載等

            図書等頒布収入 44,848 84,520 △ 39,672 契約約款販売､建築関係書籍手数料

            ＣＰＤ専攻建築士制度収入 638,600 635,800 2,800 CPD取得単位証明書発行

            建築士試験等受託等収入 7,427,126 11,016,406 △ 3,589,280 試験受託､木耐震､行政受託(木の建築賞等)､一級登録､定期講習

　　　　　　定期報告等事務手数料 12,499,000 12,451,000 48,000 エレベーター､小荷物専用昇降機

　　　　　　建築士登録申請手数料 792,200 1,206,200 △ 414,000 二級･木造建築士登録業務

            雑収入 3,244,576 3,768,304 △ 523,728 構造センター負担金収入等

          事業収益計 25,739,477 31,193,893 △ 5,454,416
          受取補助金等 0 0 0
　　　　　　補助事業等収入 50,000 40,000 10,000 九州ブロック会

            助成金収入 110,440 100,000 10,440 連合会

　　　　　受取補助金等収益計 160,440 140,000 20,440
　　　　　雑収益 0
            受取利息 132,162 60,288 71,874
　　　　　雑収益計 132,162 60,288 71,874

        経常収益計 36,099,079 41,649,281 △ 5,550,202

     (2)経常費用 0
          事業費 0
            給与・賞与 9,691,546 9,872,457 △ 180,911
            退職共済掛金等 132,000 131,010 990
            法定福利費 1,238,668 1,278,707 △ 40,039
            福利厚生費 753,003 599,621 153,382 職員交通費､健康診断等､お茶代

            旅費交通費 14,920 127,809 △ 112,889 役員交通費

            通信運搬費 343,075 453,660 △ 110,585 電話､インターネット､郵送料等

            減価償却費 130,854 182,234 △ 51,380 建物附属設備､定期報告システム、什器備品

            消耗器具備品費 979,283 865,619 113,664 文具､コピー用紙等事務用品､昇降機報告済証代

            印刷製本費 500,567 429,231 71,336 コピー代､はがき印刷

            渉外費 248,874 257,560 △ 8,686 慶弔費､新聞広告掲載料等

            水道光熱費 646,803 598,608 48,195 電気料(基本料､使用料)

            賃借料 3,646,569 3,646,568 1 家賃､共益費

            保険料 92,531 91,940 591 各種保険料

            租税公課 1,020,300 1,193,650 △ 173,350 地方税､消費税､印紙代等

            負担金 3,644,980 3,900,440 △ 255,460 連合会､九州ブロック会、全国大会負担金

　　　　　　リース料 514,250 507,720 6,530 電話､コピー機､ネットセキュリティ（R3～）

　　　　　　会議費 1,277,657 1,553,914 △ 276,257 総会､理事会､支部長事務局職員会議､九州ブロック会議等

            委員会費 2,058,538 5,746,278 △ 3,687,740 各委員会､ＨМ養成研修

            青年女性委員会会費 1,396,889 2,024,472 △ 627,583 建築セミナー､県委員会､九ブロ会議､試験対策､公益事業等

            講習会・研修会費 93,250 340,356 △ 247,106 昇降機研修会等

            会誌等発行費 905,520 905,850 △ 330 ｢建築士おおいた｣

            図書費 88,744 95,960 △ 7,216 大分合同新聞､契約約款､書籍等

　　　　　　会員名簿作成費 0 543,400 △ 543,400 会員名簿（隔年）

            会費 188,000 188,000 0 大分県建築物総合防災推進協、大分県木造住宅推進協等

　　　　　　定期講習関係費 123,231 156,503 △ 33,272
            登録関係事務費 51,604 92,848 △ 41,244 一級､二級､木造建築士,登録機関連絡協議会出席

            試験等委託事業費 282,989 338,638 △ 55,649 学科､製図試験対応費用

            建築士ＤＢ使用料 88,000 88,000 0 建築士登録、閲覧業務等

            免許証明書作成費 56,760 79,200 △ 22,440 二級･木造建築士登録業務（連合会へ委託）

            ＣＰＤ専攻建築士登録費等 103,550 88,915 14,635
            全国大会参加費 385,000 976,400 △ 591,400 大阪大会

            本部・支部事業費 8,320,264 7,773,911 546,353 本部･支部公益事業､木耐震審査料､行政受託経費等

            管理諸費 668,800 668,800 0 税理士顧問料

            ホームページ管理費 42,900 64,900 △ 22,000 サーバー切替、ホームぺージのシステム更新

            雑費 128,595 313,671 △ 185,076 残高証明､振込手数料等

          事業費計 39,858,514 46,176,850 △ 6,318,336

        経常費用計 39,858,514 46,176,850 △ 6,318,336

          評価損益等調整前当期経常増減額 △ 3,759,435 △ 4,527,569 768,134
          当期経常増減額 △ 3,759,435 △ 4,527,569 768,134

   2. 経常外増減の部 0

     (1)経常外収益 0
        経常外収益計 0 0 0
     (2)経常外費用 0
        経常外費用計 0
　　　　　当期経常外増減額 0 0 0
          税引前当期一般正味財産増減額 △ 3,759,435 △ 4,527,569 768,134
          法人税、住民税及び事業税 115,000 106,600 8,400
          当期一般正味財産増減額 △ 3,874,435 △ 4,634,169 759,734
          一般正味財産期首残高 69,419,575 74,053,744 △ 4,634,169
          一般正味財産期末残高 65,545,140 69,419,575 △ 3,874,435

Ⅱ  指定正味財産増減の部 0

          当期指定正味財産増減額 0 0 0
          指定正味財産期首残高 200,000 200,000 0
          指定正味財産期末残高 200,000 200,000 0

Ⅲ  正味財産期末残高 65,745,140 69,619,575 △ 3,874,435

正味財産増減計算書
令和７年４月1日から令和８年３月３１日まで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
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法　人　名：公益社団法人　大分県建築士会（公益） 公益会計振替額計算資料

正味財産増減計算書内訳表

令和 7年  4月  1日 から令和 8年  3月 31日 まで

（単位：円） ＜ 参 考 ＞

科　　　　目 公益１会計 公益２会計 公益共通 小計 収益事業会計 その他事業会計 法人会計 合計
令和７年度　当

初予算

Ⅰ  一般正味財産増減の部
   1. 経常増減の部
     (1)経常収益
          受取入会金
            入会金収入 0 0 6,300 6,300 0 0 14,700 21,000 30,000
          受取会費
            正・準会員会費収入 0 0 2,842,800 2,842,800 0 0 6,633,200 9,476,000 10,300,000
            賛助会員会費収入 0 0 171,000 171,000 0 0 399,000 570,000 600,000
          受取会費計 0 0 3,013,800 3,013,800 0 0 7,032,200 10,046,000 10,930,000
          事業収益 0
            講習会・研修会収入 338,160 607,020 0 945,180 0 0 0 945,180 1,100,000
            共済事業収入 0 0 0 0 0 0 147,947 147,947 100,000
            広告収入 0 0 0 0 0 0 0 0 30,000
            図書等頒布収入 0 0 0 0 0 0 44,848 44,848 80,000
            ＣＰＤ専攻建築士制度収入 638,600 0 0 638,600 0 0 0 638,600 650,000
　　　　　　建築士試験受託等収入 2,931,926 4,495,200 0 7,427,126 0 0 0 7,427,126 6,910,000
　　　　　　定期報告等事務手数料 0 0 0 0 12,499,000 0 0 12,499,000 12,370,000
            建築士登録申請手数料 792,200 0 0 792,200 0 0 0 792,200 1,100,000
            雑収入 48,843 132,950 0 181,793 0 400,000 2,662,783 3,244,576 3,600,000
          事業収益計 4,749,729 5,235,170 0 9,984,899 12,499,000 400,000 2,855,578 25,739,477 25,940,000
          受取補助金等
            補助金収入 0 0 0 0 0 0 50,000 50,000 200,000
            助成金収入 0 0 0 0 0 0 110,440 110,440 200,000
          受取補助金等計 0 0 0 0 0 0 160,440 160,440 400,000
          雑収益
            受取利息 7,999 7,119 0 15,118 10,820 0 106,224 132,162 10,000
        経常収益計 4,757,728 5,242,289 3,020,100 13,020,117 12,509,820 400,000 10,169,142 36,099,079 37,280,000
     (2)経常費用 0
          事業費 0
            給与・賞与 3,556,196 2,971,879 0 6,528,075 2,462,801 0 700,670 9,691,546 9,920,000
            退職共済掛金等 42,000 34,800 0 76,800 48,000 0 7,200 132,000 132,000
            法定福利費 410,166 399,976 0 810,142 346,949 0 81,577 1,238,668 1,580,000
            福利厚生費 236,547 215,980 0 452,527 250,207 0 50,269 753,003 450,000
            旅費交通費 4,476 5,968 0 10,444 2,984 0 1,492 14,920 45,000
            通信運搬費 74,943 149,885 0 224,828 105,756 0 12,491 343,075 430,000
            減価償却費 26,050 96,121 0 122,171 8,683 0 0 130,854 80,000
            消耗器具備品費 66,259 137,088 0 203,347 773,651 0 2,285 979,283 860,000
            印刷製本費 100,114 325,368 0 425,482 50,057 0 25,028 500,567 490,000
            渉外費 62,216 62,220 0 124,436 62,219 0 62,219 248,874 200,000
            水道光熱費 129,362 452,761 0 582,123 64,680 0 0 646,803 600,000
            賃借料 546,985 2,734,927 0 3,281,912 364,657 0 0 3,646,569 3,800,000
            保険料 23,133 23,132 0 46,265 23,133 0 23,133 92,531 100,000
            租税公課 163,551 240,210 0 403,761 504,589 0 111,950 1,020,300 1,400,000
            負担金 728,994 1,093,496 0 1,822,490 0 0 1,822,490 3,644,980 4,000,000
　　　　　　リース料 77,140 385,685 0 462,825 51,425 0 0 514,250 500,000
　　　　　　会議費 0 0 0 0 0 0 1,277,657 1,277,657 1,300,000
            委員会費 197,156 1,753,944 0 1,951,100 107,438 0 0 2,058,538 1,250,000
            青年女性委員会会費 139,689 1,257,200 0 1,396,889 0 0 0 1,396,889 1,690,000
            講習会・研修会費 0 0 0 0 76,750 0 16,500 93,250 200,000

            会誌等発行費 0 452,760 0 452,760 0 0 452,760 905,520 800,000

            補助事業等事業費 0 0 0 0 0 0 0 0 200,000
            図書費 26,622 53,248 0 79,870 8,874 0 0 88,744 130,000
            会員名簿作成費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
            会費 27,600 82,800 0 110,400 63,800 0 13,800 188,000 200,000
            定期講習関係費 123,231 0 0 123,231 0 0 0 123,231 200,000
            登録関係事務費 51,604 0 0 51,604 0 0 0 51,604 100,000
            試験等委託事業費 282,989 0 0 282,989 0 0 0 282,989 330,000
            建築士ＤＢ使用料 88,000 0 0 88,000 0 0 0 88,000 88,000
            免許証明書作成費 56,760 0 0 56,760 0 0 0 56,760 50,000
            ＣＰＤ専攻建築士登録費等 103,550 0 0 103,550 0 0 0 103,550 30,000
            全国大会参加費 0 192,500 0 192,500 0 0 192,500 385,000 550,000
            本部・支部事業費 977,601 6,218,948 0 7,196,549 325,867 797,848 0 8,320,264 7,642,000
            管理諸費 167,200 167,200 0 334,400 167,200 0 167,200 668,800 680,000
            ホームページ管理費 0 18,150 0 18,150 6,600 0 18,150 42,900 80,000
            雑費 23,116 64,726 0 87,842 7,153 0 33,600 128,595 80,000
          事業費計 8,513,250 19,590,972 0 28,104,222 5,883,473 797,848 5,072,971 39,858,514 40,187,000
        経常費用計 8,513,250 19,590,972 0 28,104,222 5,883,473 797,848 5,072,971 39,858,514 40,187,000
          評価損益等調整前当期経常増減額 △ 3,755,522 △ 14,348,683 3,020,100 △ 15,084,105 6,626,347 △ 397,848 5,096,171 △ 3,759,435 △ 2,907,000
          当期経常増減額 △ 3,755,522 △ 14,348,683 3,020,100 △ 15,084,105 6,626,347 △ 397,848 5,096,171 △ 3,759,435 △ 2,907,000
   2. 経常外増減の部 0
     (1)経常外収益 0
        経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0
     (2)経常外費用 0
        その他の経常外費用
        　指定正味財産への振替(前期修正) 0 0
        経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0
          当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0
            他会計振替前当期一般正味財産増減額 △ 3,755,522 △ 14,348,683 3,020,100 △ 15,084,105 6,626,347 △ 397,848 5,096,171 △ 3,759,435
          他会計振替額 12,768,327 12,768,327 △ 5,768,327 0 △ 7,000,000 0
          税引前当期一般正味財産増減額 △ 3,755,522 △ 14,348,683 15,788,427 △ 2,315,778 858,020 △ 397,848 △ 1,903,829 △ 3,759,435
          法人税、住民税及び事業税 0 0 0 0 115,000 0 0 115,000
          当期一般正味財産増減額 △ 3,755,522 △ 14,348,683 15,788,427 △ 2,315,778 743,020 △ 397,848 △ 1,903,829 △ 3,874,435
          一般正味財産期首残高 △ 19,830,480 △ 118,212,305 96,156,239 △ 41,886,546 13,488,183 △ 1,996,412 99,814,350 69,419,575
          一般正味財産期末残高 △ 23,586,002 △ 132,560,988 111,944,666 △ 44,202,324 14,231,203 △ 2,394,260 97,910,521 65,545,140
Ⅱ  指定正味財産増減の部
        受取寄付金
          受取寄付金 0 0
          当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0
          指定正味財産期首残高 0 200,000 0 200,000 0 0 0 200,000
          指定正味財産期末残高 0 200,000 0 200,000 0 0 0 200,000
Ⅲ  正味財産期末残高 △ 23,586,002 △ 132,360,988 111,944,666 △ 44,002,324 14,231,203 △ 2,394,260 97,910,521 65,745,140
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法人名　：　公益社団法人　大分県建築士会（公益）

１． 重要な会計方針

（１） 固定資産の減価償却の方法
定額法によっている。　　

（２） 消費税等の会計処理
税込み方式としている。

２． 基本財産及び特定資産の増減額及びその残額
基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）
前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

557,928 0 86,832 471,096
2,331,600 0 0 2,331,600
24,500,000 0 2,000,000 22,500,000
22,000,000 0 0 22,000,000
200,000 0 0 200,000

49,589,528 0 2,086,832 47,502,696
*　公益目的事業費用積立金から\2,000,000取り崩した。

３． 基本財産及び特定資産の財源等の内訳
基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

当期末残高
(うち指定正味財
産からの充当
額)

(うち一般正味財
産からの充当
額)

(うち負債に
対応する額)

471,096 0 471,096 0
2,331,600 0 2,331,600 0
22,500,000 0 22,500,000 0
22,000,000 0 22,000,000 0
200,000 200,000 0 0

47,502,696 200,000 47,302,696 0

４． 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
（直接法により減価償却を行っている場合）
固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）
取得価額 減価償却累計額 当期末残高

1,296,000 824,904 471,096
什器備品 316,250 250,216 66,034

330,480 330,480 0
1,942,730 1,405,600 537,130

５． 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

（単位：円）

交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表
上の記載区
分

(公社)日本建
築士会連合会
九州ブロック
会

0 50,000 50,000 0

補助金等の名称

公益目的保有資産積立金
ヘリテージマネージャー育成積立金

建物付属設備
敷　　金

合　　　　　　　計

建物付属設備

定期報告システム(ソフトウェア)

会員増強活動補助費

財務諸表に対する注記

令和 ８年 ３月３１日　現在

科　　　　　　　目

　特　定　資　産

合　　　　　計

科　　　　　　　目

建物付属設備
敷　　金

科　　　　　　　目

　特　定　資　産

合　　　　　計

公益目的事業費用積立金

公益目的事業費用積立金
公益目的保有資産積立金
ヘリテージマネージャー育成積立金
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法　人　名：公益社団法人　大分県建築士会（公益）

１．基本財産及び特定資産の明細 （単位：円）

区分 資産の種類 期首帳簿価額 当期増加額 当期減少額 期末帳簿価額

基本財産合計 0 0 0 0

建物付属設備 557,928 0 86,832 471,096

敷金 2,331,600 0 0 2,331,600

公益目的事業費用積立金 24,500,000 0 2,000,000 22,500,000

公益目的保有資産積立金 22,000,000 0 0 22,000,000

ヘリテージマネージャー育成積立金 200,000 0 0 200,000

特定資産合計 49,589,528 0 2,086,832 47,502,696

２．引当金の明細

目的使用 その他

財務諸表附属明細書
令和 8年 3月 31日 現在

科目 期首残高 当期増加額
当期減少額

期末残高

該当なし
基本財産

特定資産

該当なし
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第３号議案 令和８年度事業計画及び収支予算書の件
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令和８年度事業計画

１．方 針 

公益目的事業を通して社会に貢献し、県民からの厚い信頼と期待に応える建築士会を目指し、

「人とともに、暮らしとともに、地域とともに」ある公益社団法人としてのさらなる充実を図る。また、会

員の品位の向上と業務の進歩改善を図り、会員一人ひとりが建築士会に所属することに誇り

と意義を共有し、併せて相互の親睦と交流を深めることを念頭に一層の地域貢献活動の推

進と着実な公益法人運営に努める。

また、建築業界に関する DX 化では生成 AI の導入が建築業界にも浸透してきており、生

産性の向上や人手不足の解消からもますます進展することが予測されことから、AI リテラ

シー（取捨選択、利活用能力）を高めていくことが求められている。さらに建築物のライ

フサイクルカーボン評価制度の義務化が迫っており、関係する建築物省エネ法の改正への

対応も必要となっている。一方では気候風土適応住宅の大分独自基準が制定され、長年取

り組んできた職人調査リストの取り組みの進展など歴史的建築物や関係する職人減少対策

などに一定の効果がみられるが、今後とも継続して効果を高めていくことが重要である。

公益社団法人の運営に関しては近年、会員数の減少とともに財務体質の悪化状況が続い

ているが、会員の理解と協力のもと財務基盤の強化など効果的な改善策を選択し早期に実

践していくことが求められている。さらに近年の度重なる甚大な災害に対応する活動など

自然環境や社会環境、業務環境の変化にも柔軟に対応していく。

２．事業活動 

Ⅰ．公益目的事業 1：建築士資格・資質向上・資格情報提供事業

・建築士の育成・資質向上の推進について建築士の試験、登録事務、定期講習会などを公正、

的確に行う。また、建築士試験・登録制度への的確な対応を行う。 

・連合会が進める監理技術者講習や既存住宅状況技術者講習のオンデマンド化・ペーパーレ

ス化への的確な対応に努める。 

・各種講習会の受講者数の増加を目的として、関係する団体などへの協力要請を行う。 

・建設業者への CPD メリットの広報と会員獲得活動への連携策を講じる。 

・建築業界における DX 化に関する情報共有に努める。 

○公１－１：建築士試験、登録及び専攻建築士認定等に関する事業 

  （１) 一、二級・木造建築士試験業務 

（２）一級建築士免許登録等業務（建築士会連合会への支援） 

（３）二級・木造建築士免許登録等業務（大分県指定登録機関） 
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（４）建築士免許証明証交付 

（５）専攻建築士・継続能力開発制度（CPD）の推進 

○公１－２：建築士の資質の向上等に関する事業 

（１）建築士定期講習（建築士法第２２条の２に基づく定期講習）の実施 

（２）監理技術者講習（建設業法第２６条第４項に基づく講習）の実施 

（３）建築士会技術研修（建築士法第２２条の４に基づく研修）の実施 

（４）既存住宅状況調査技術者講習の実施 

    （５）増改築相談員研修会の実施 

    （６）多様な課題に対応できる建築士の養成（歴史、景観、福祉、空き家、 

省エネ等） 

    （７）建築士をめざす人材の支援（建築関連団体との連携・建築系大学、高等学

校への支援、小中学校における折り紙建築講座や出張教室の推進） 

    （８）市町村における建築行政支援等、新たな法制度などに的確に対応できる業

務研修の実施 

    （９）特殊な工法を採用している県有施設について、建築関係技術者の視察に的

確に対応できるガイドの育成 

Ⅱ．公益目的事業２： 安全・安心のまちづくり推進事業 

・安全・安心な建築物の推進のために災害時の応急危険度判定、住家の被害認定調査のため

の人材育成、既存住宅の状況調査技術者（インスペクター）育成並びに建築物等定期検査

報告制度などを推進する。また、環境に配慮したまちづくりの実現に向けて体制整備や技術

者への啓発、周知事業を行う。 

・まちづくり及び地域貢献活動の推進については地域に求められているまちづくり課題を把握

し、地域住民・関連団体・行政と連携して活動を実施する。

・県民への建築関連情報の提供については住宅相談、増改築相談、空き家相談など県民・市

民の多様なニーズに応えるとともに地域イベントへの参加、また建築士会ホームページや会

報などにおいて建築士会の活動情報を提供する。 

○公２－１：安全・安心建築物の普及および環境に配慮したまちづくりの実現等に関する事業        

    （１）安全・安心建築物の普及・相談事業（相談・助言） 

・既存住宅状況調査等の研修、増改築相談業務並びに建築関係法令の周知・

徹底等を図り安全・安心建築物の普及を推進する。 

（２）建築構造に関する講演会及び技術力の向上のための研修等の事業（講座） 

・建築物の安全性確保に欠かせない建築物の耐震診断を普及・促進するた
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めの研修、木造住宅の耐震診断審査支援、建築構造設計・施工等に関す

る知識及び技術力の修得とスキルアップのための研修、建築物の見学等

を行う。 

    （３）被災建築物応急危険度判定や住家の被害認定調査技術の習得と研修並びに 

災害発生時の派遣体制の整備事業（講座・調査）、被災建築物再建支援策の

実施  

       ・熊本地震を契機に平成２８年度に締結した大分県との応急危険度判定活

動の災害支援協定に基づき、地震等の災害時に被災地の求めに応じて応

急危険度判定活動を行う建築士の判定技術の研修や日常的な災害時連絡

体制の確立、必需携行品を備えるなどの派遣体制整備等を行う。特に応

急危険度判定活動の実践研修については建築関係団体にも呼びかけを行

い総合的な取り組みを図る。 

       ・平成２９年７月の九州北部豪雨や９月の台風１８号災害を契機に締結し

た大分県との住家の被害認定調査活動の災害支援協定に基づき、地震や

風水害等の災害時に被災地の求めに応じて住家の被害認定調査活動を行

う建築士の調査技術の研修や日常的な連絡体制の整備等を図り、研修活

動については行政機関にも呼びかけを行い総合的な取り組みとする。 

       ・近年の度重なる水害被害への対応として連合会作成の「浸水被害住宅の

技術対策マニュアル」を活用した研修会を実施する。 

       ・各市町村で組織する災害ボランティアセンターに加盟し、平常時から被

災建築物の再建に向けた準備活動を行う。 

（４）環境に配慮したまちづくり事業  

(a)趣旨 

環境に配慮したまちづくりを実現するため、脱炭素を目的とする建築物

の省エネ性能向上や省エネ性能に精通した技術者育成、県民理解の向上

に努める。特に近年予定されているライフサイクルカーボン（LCC:建築

物の計画から解体まで）評価制度への対応を検討する。 

(ｂ)内容 

・普及促進のためネットワーク体制の維持・推進を図る。 

・法改正に伴う省エネ住宅の実現が円滑に図られるような周知・研修会を実 

 施する。 

・県民の省エネ相談に的確に対応できる体制の整備を行う。 

  (ｃ)対象者 

一般県民及び建築技術者等 
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（５）行政との連携事業 

・大分県建築物総合防災推進協議会との連携を図り、安全で安心な建築物

の普及のための建築物防災週間への協力、危険ブロック塀の安全点検相

談対応など県及び市町村が行う補助事業等への協力、建築基準法の違反

を防止する活動、建設リサイクル法のパトロールなど建築関係法令の周

知と遵守を図る行政との連携を進める。

○公２－２：まちづくり及び地域貢献活動事業 

    （１）景観整備機構として良好な景観の形成のための事業（調査・講座） 

・景観法に基づく「景観行政団体」が大分県から市町村に移行したことか

ら、良好な景観を実現するために「景観整備機構」として市町村から新

たに指定を受ける必要があり、これを契機に地域の良好な景観を守り、

育て、活かす活動を推進し、そのための専門家の養成を図る。  

（２）文化財建造物等の保存・活用のための専門家育成事業及び実践活動（調査・

講座・活動） 

   ・地域の歴史的建造物等の保存・活用を担うヘリテージマネージャー（文

化財建造物等の保存活用専門家）の実践を前提とした研修を随時開催す

る。 

・気候風土適応住宅（建築物省エネ法改正施行に係る伝統的工法住宅）の

周知と、建築を支援するために行政（林野部局）との協定を進める。 

・歴史的建造物委員会を中心に調査･研修･実践を行い、特に建築基準法第

３条１項３号の運用の推進を図る。 

   ・伝統工法継承及び職人保全のための職人調査リストの推進と、関係機関

及び職人間のネットワーク体制を構築し、マスメディアや SNS を使った

周知活動を推進する。 

    （３）県下各地域の特性に即したまちづくり事業を実施する。（事業区分：県下全 

域） 

(a)文化及び科学技術の振興を目的とする事業 

①歴史的建造物等の地域資源を活かした調査、まちづくり提案（調査） 

②地域の町並み・商家等のボランティアガイド活動事業等（講座） 

③歴史的建築物の保存・活用提案、調査・研究事業（相談・助言・調査） 

      (b)災害の防止（地域社会の健全な発展）を目的とする事業  

①災害時の建築士会と社会福祉協議会との連携（調査） 

②建築・住宅の耐震性と防災セミナー開催等（講座） 

③イベント等における耐震工法の展示、普及事業（相談・助言） 
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      (c)地域社会の健全な発展を目的とする事業 

①空き家、空き店舗等の活用、リノベーション提案事業（調査） 

②子供向け折り紙建築教室、木工教室の開催等（講座） 

③工業高校生向け設計・施工体験等未来の建築士育成出前事業（講座） 

      (d)一般消費者の利益の擁護又は増進を目的とする事業

①子供向けの木工教室や折り紙教室実施などと併せたリフォームや空き家

等の建築相談会（相談・助言・講義）

②消費者が求める専門家情報の提供等（相談・助言）

④多発する建築トラブルや不正建築行為に対する相談体制を充実するため、

全国紛争処理支援センター（すまいる相談）や大分県弁護士会、地盤品

質判定士会、その他関連する NPO 団体等との連携

（４）行政との連携事業

大分県木造住宅等推進協議会が行う「おおいた木の良さを活かした建築賞」

について、実施事務局として木造建築物の普及・促進に資する事業展開を

図る。その他、県及び市町村が実施するまちづくり関係事業、地域振興を

目的とした諸事業、歴史的建造物調査事業等行政との連携・協力事業を推

進する。 

○公２－３：建築関連情報提供事業 

    （１）会誌及び建築士おおいたの発行による一般消費者及び建築士への情報提供

    （２）ホームページの改編による一般消費者及び建築士に向けての情報発信

    （３）相談窓口の開設等による一般消費者への情報提供

Ⅲ．収益事業：建築物・昇降機等の定期報告に関する事業 

・建築物、昇降機等に関する定期報告書等受託事業は、区分は収益事業ではあるが建築

物の安全な利用に欠かせない公益性の高い事業であり、所有者、管理者等への定期的

な調査・検査・報告制度の推進に資する講習会などの啓発活動を行う。特に、昇降機

の利用者の安全を目的にした閉じ込め事故の防止対策講習会や建築防火設備等の安全

対策に対応した諸研修を実施する。

    （１）定期報告書等の内容審査及び報告事務支援

    （２）調査・検査資格者の技術の向上と適正な報告をするための研修会

（３）建築物、昇降機等の所有者、管理者等への定期報告制度の理解を深める啓

発事業、講演会等の開催

（４）年々増加する昇降機定期報告に円滑かつ柔軟に取り組むために、点検業者

向けの研修会や詳細な説明・指導に努める。

-39-



Ⅳ．その他の事業（相互扶助等事業）：会員の親睦・福利厚生事業 

    （１）会員向けの研修及び会員相互の親睦と情報交換の場づくり

（２）社会変革期（少子高齢化等）に即応した個人・企業・団体会員･女性の加入

促進策の推進

    （３）青年女性建築士の活動、親睦交流の推進

    （４）建築甲子園に参加する工業高校建築科生徒の支援活動の推進

（５）建築士会関係団体（設計・施工・行政・教育機関等）との連携により公益

目的事業の推進と福利厚生事業の充実

Ⅴ．法人会計（管理部門） 

    （１）会務の適正な運営、公益法人財務基準の管理

    （２）・令和８年度開催予定の第６８回建築士会全国大会ぐんま大会など、連合会

が主催する諸行事への参加

・令和８年度に熊本県で開催予定の建築士の集いや九州まちづくり会議・九

州まちづくり塾等九州ブロック会の諸行事への参加

上記により会員相互の交流と自己研鑽を図る。
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（ 単位：円 ）

収益事業等会計 法人会計

Ⅰ　　一般正味財産増減の部

　１　経常増減の部

　　（１）経常収益

　　①受取入会金

受取入会金 10,000 10,000 20,000 30,000 30,000 0

　　②受取会費

正・準会員会費収入 3,100,000 3,100,000 7,100,000 10,200,000 10,300,000 -100,000 

賛助会員会費収入 200,000 200,000 400,000 600,000 600,000 0

　　③事業収益

講習会・研修会収入 250,000 350,000 600,000 600,000 1,100,000 -500,000 

共済事業収入 150,000 150,000 100,000 50,000

広告収入 1,200,000 1,200,000 30,000 1,170,000

図書等頒布収入 50,000 50,000 80,000 -30,000 

ＣＰＤ専攻建築士制度収入 400,000 400,000 400,000 650,000 -250,000 

建築士試験等受託等収入 3,000,000 2,500,000 5,500,000 5,500,000 6,910,000 -1,410,000 

定期報告事務手数料 12,570,000 12,570,000 12,370,000 200,000

建築士登録申請手数料 700,000 700,000 700,000 1,100,000 -400,000 

雑収入 700,000 700,000 1,000,000 -300,000 

　　④受取補助金等収益

補助金収入 200,000 200,000 200,000 200,000 0

助成金収入 200,000 200,000 200,000 200,000 0

受取寄附金 200,000 200,000 200,000 200,000

　　⑤雑収益

受取利息 60,000 60,000 10,000 50,000

雑収入 2,600,000 2,600,000 2,600,000 0

経常収益合計 4,350,000 3,450,000 3,310,000 11,110,000 13,270,000 11,580,000 35,960,000 37,280,000 -1,320,000 

　　（２）経常費用

給与・賞与 4,100,000 2,950,000 7,050,000 2,570,000 900,000 10,280,000 9,920,000 360,000

法定福利費 490,000 380,000 870,000 300,000 100,000 1,270,000 1,580,000 -310,000 

福利厚生費 260,000 270,000 530,000 140,000 30,000 750,000 450,000 300,000

退職共済掛金等 40,000 30,000 70,000 50,000 12,000 132,000 132,000 0

賃金 0 0 0 0 0 0 0 0

会議費 0 0 0 100,000 1,200,000 1,300,000 1,300,000 0

旅費交通費 10,000 15,000 25,000 10,000 10,000 45,000 45,000 0

通信運搬費 80,000 150,000 230,000 100,000 20,000 350,000 430,000 -80,000 

減価償却費 20,000 35,000 55,000 25,000 0 80,000 80,000 0

消耗器具備品費 70,000 150,000 220,000 670,000 10,000 900,000 860,000 40,000

印刷製本費 140,000 220,000 360,000 50,000 40,000 450,000 490,000 -40,000 

渉外費 70,000 70,000 140,000 50,000 60,000 250,000 200,000 50,000

水道光熱費 150,000 350,000 500,000 60,000 40,000 600,000 600,000 0

賃借料 600,000 2,800,000 3,400,000 400,000 0 3,800,000 3,800,000 0

保険料 25,000 25,000 50,000 25,000 25,000 100,000 100,000 0

租税公課 300,000 300,000 600,000 500,000 300,000 1,400,000 1,400,000 0

負担金 750,000 1,100,000 1,850,000 0 1,800,000 3,650,000 4,000,000 -350,000 

リース料 150,000 300,000 450,000 50,000 0 500,000 500,000 0

委員会費 200,000 840,000 1,040,000 50,000 0 1,090,000 1,250,000 -160,000 

青年・女性委員会費 200,000 1,190,000 1,390,000 0 0 1,390,000 1,690,000 -300,000 

講習会・研修会等費 0 0 0 150,000 0 150,000 200,000 -50,000 

定期講習関係費 150,000 0 150,000 0 0 150,000 200,000 -50,000 

会誌等発行費 0 450,000 450,000 0 450,000 900,000 800,000 100,000

補助事業等事業費 0 200,000 200,000 0 0 200,000 200,000 0

全国大会参加費 0 220,000 220,000 0 220,000 440,000 550,000 -110,000 

図書費 30,000 40,000 70,000 30,000 0 100,000 130,000 -30,000 

会員等名簿作成費 0 300,000 300,000 0 300,000 600,000 0 600,000

関係団体会費 30,000 90,000 120,000 60,000 20,000 200,000 200,000 0

登録関係事務費 100,000 0 100000 0 100,000 100,000 0

試験等受託事業費 300,000 0 300,000 0 0 300,000 330,000 -30,000 

建築士ＤＢ使用料 88,000 0 88,000 0 0 88,000 88,000 0

免許証明書作成費 50,000 0 50,000 0 0 50,000 50,000 0

CPD専攻建築士登録費等 80,000 0 80,000 0 0 80,000 30,000 50,000

本部・支部事業費 800,000 4,603,000 5,403,000 900,000 0 6,303,000 7,642,000 -1,339,000 

管理諸費 170,000 170,000 340,000 170,000 170,000 680,000 680,000 0

ホームページ管理費 0 40,000 40,000 0 40,000 80,000 80,000 0

雑費 20,000 50,000 70,000 10,000 0 80,000 80,000 0

経常費用合計 9,473,000 17,338,000 0 26,811,000 6,470,000 5,747,000 38,838,000 40,187,000 -1,349,000 

当期経常増減額 -5,123,000 -13,888,000 3,310,000 -15,701,000 6,800,000 5,833,000 -2,878,000 -2,907,000 29,000

増減

公益目的事業会計

公１
建築士試験・登録

等

公２
地域貢献・まちづく

り等
小　　　計

定期報告・福利厚
生事業等

公益共通

令和８年度　収支予算書（案）
自令和８年４月１日～至令和９年３月３１日

科目
令和８年度予算

合計
令和７年度予算

合計
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第４号議案 理事及び監事の選任の件

-42-



-43-



支部名 氏　名 備　考

1 理事 為成　裕二 再任

2 理事 後藤　憲二 再任 会長推薦枠理事

3 国　東 理事 古庄　真次 再任

4 理事 寺林　貞臣 新任 会長推薦枠理事（県北代表）

5 理事 岡田　宏基 新任

6 理事 浅野　健治 再任

7 理事 幸　勝美 再任 令和６・７年度 会 長

8 理事 伊藤　憲吾 再任

9 理事 山﨑　豊史 再任

10 理事 山田　泰 再任

11 理事 今永　和浩 再任

12 理事 石井　鏡成 再任

13 理事 板場　奈美 再任

14 理事 三浦　望 新任

15 理事 二宮　正治 再任

16 理事 森本　秀春 再任

17 理事 松﨑　和夫 再任

18 理事 近藤　正一 再任

19 理事 柴田　建 再任

20 理事 髙橋　由美 再任

21 理事 小野　晶紀 新任 会長推薦枠理事

22 理事 小関　公香 新任 女性委員長(支部枠外理事)　

23 佐賀関 理事 佐々木　浩 再任

24 理事 桑田　一敏 新任

25 理事 佐藤　賢市 再任

26 津久見 理事 金只　昌平 再任

27 理事 後藤　堅 再任

28 理事 梅井　達也 新任

29 理事 高野　幸雄 再任 会長推薦枠理事(県南代表)

30 理事 玉ノ井　浩司 新任

31 竹　田 理事 田島　薫 再任

32 玖　珠 理事 白地　泰憲 再任

33 理事 野村　晋二 再任

34 理事 吉田　正浩 再任

35 理事 山村　増治 再任

36 理事 橋本　洋一 再任

37 理事 日髙　雄介 新任 青年委員長(支部枠外理事)　

38 理事 光井　智 再任

39 理事 佐々木　真江 新任

40 外　部 理事 新任

氏　名

1 宇　佐 監事 平田　真一 再任

2 大　分 監事 竹宮　浩一郎 再任

3 外　部 監事 新任

宇　佐

令和８･９年度理事・監事　候補者名簿（案）

豊後大野

日　田

中　津

高　田

別　府

大　分

臼　杵

佐　伯
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第５号議案 定款の改正
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公益社団法人大分県建築士会定款の一部改正（新旧対照表） 

新（改正案） 旧

～ （略） ～  

第４章 役 員 

（役員の設置）

第１８条 本会に、次の役員を置く。

(1)理事 ２０名以上４０名以内

(2)監事 ２名以上３ 名以内  

２ 理事のうち１名を会長、２名以上４名以内を副会

長、２名以上４名以内を常務理事とする。

３ 理事のうち、必要に応じて専務理事１名を置くこと

ができる。 

４ 第２項の会長をもって、一般社団・財団法人法上の

代表理事とし、同項及び第３項の副会長、専務理事

及び常務理事をもって一般社団法人・財団法人法第

９１条第１項第２号の業務執行理事とする。

（理事の職務）

第１９条 理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款で

定めるところにより、職務を執行する。

２ 会長は、法令及びこの定款で定めるところにより、

本会を代表し、その業務を執行し、業務執行理事は、

理事会において別に定めるところにより、本会の業

務を分担執行する。

３ 会長が欠けたとき又は会長に事故がある場合におい

て理事会が必要と認めたときは、副会長の中から、

一般社団・財団法人法上の代表理事を理事会の決議

により選定し、会長の職務を代行する。

４ 会長、副会長、専務理事及び常務理事は、毎事業年

度に４箇月を超える間隔で２回以上、自己の職務の

執行の状況を理事会に報告しなければならない。

（監事の職務）

第２０条 監事は、理事の職務の執行を監査し、監査報告

をしなければならない。

２ 監事は、いつでも、理事及び使用人に対して事業の

報告を求め、又は本会の業務及び財産の状況の調査

をすることができる。

～ （略） ～  

第４章 役 員 

（役員の設置）

第１８条 本会に、次の役員を置く。

(1)理事 ２０名以上４０名以内

(2)監事 ２名以上３ 名以内  

２ 理事のうち１名を会長、２名以上４名以内を副会

長、２名以上４名以内を常務理事とする。

３ 理事のうち、必要に応じて専務理事１名を置くこと

ができる。 

４ 第２項の会長をもって、一般社団・財団法人法上の

代表理事とし、同項及び第３項の副会長、専務理事

及び常務理事をもって一般社団法人・財団法人法第

９１条第１項第２号の業務執行理事とする。

（理事の職務）

第１９条 理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款で

定めるところにより、職務を執行する。

２ 会長は、法令及びこの定款で定めるところにより、

本会を代表し、その業務を執行し、業務執行理事は、

理事会において別に定めるところにより、本会の業

務を分担執行する。

３ 会長が欠けたとき又は会長に事故がある場合におい

て理事会が必要と認めたときは、副会長の中から、

一般社団・財団法人法上の代表理事を理事会の決議

により選定し、会長の職務を代行する。

４ 会長、副会長、専務理事及び常務理事は、毎事業年

度に４箇月を超える間隔で２回以上、自己の職務の

執行の状況を理事会に報告しなければならない。

（監事の職務）

第２０条 監事は、理事の職務の執行を監査し、監査報告

をしなければならない。

２ 監事は、いつでも、理事及び使用人に対して事業の

報告を求め、又は本会の業務及び財産の状況の調査

をすることができる。
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３ 監事は、理事会に出席し、必要があると認めるとき

は、意見を述べなければならない。

（役員の選任）

第２１条 理事及び監事は、社員総会の決議によって選任

する。

 ２ 会長、副会長、専務理事及び常務理事は理事の互選

により、理事会の決議により選任する。

３ 理事及び監事は、相互に兼ねることができない。

４ 理事のうち、理事のいずれか 1 名とその配偶者又は

3 親等内の親族そのほか特別の関係にある者の合

計数は、理事総数の 3 分の 1 を超えてはならない。

監事についても、同様とする。

５ 他の同一の団体（公益法人又はこれに準ずるものと

して政令で定めるものを除く。）の理事又は使用人

である者その他これに準ずる相互に密接な関係に

ある理事の合計数は、理事の総数の 3 分の 1 を超

えてはならない。監事についても、同様とする。

６ 第 1 項にかかわる役員の選任に関し必要な事項は、

理事会の決議を経て会長が別に定める。

～ （略） ～ 

（施行期日） 

この定款は、平成２９年６月５日から施行する。 

この定款の改正は、令和６年６月１４日から施行する。

（社員招集の際の電子提供措置） 

この定款は、令和  年  月  日から施行する。  

３ 監事は、理事会に出席し、必要があると認めるとき

  は、意見を述べなければならない。

（役員の選任）

第２１条 理事及び監事は、正会員の中から、社員総会の

決議によって選任する。

 ２ 会長、副会長、専務理事及び常務理事は理事の互選

により、理事会の決議により選任する。

３ 理事及び監事は、相互に兼ねることができない。

４ 理事のうち、理事のいずれか 1 名とその配偶者又は

3 親等内の親族そのほか特別の関係にある者の合

計数は、理事総数の 3 分の 1 を超えてはならない。

監事についても、同様とする。

５ 他の同一の団体（公益法人又はこれに準ずるものと

して政令で定めるものを除く。）の理事又は使用人

である者その他これに準ずる相互に密接な関係に

ある理事の合計数は、理事の総数の 3 分の 1 を超

えてはならない。監事についても、同様とする。

６ 第 1 項にかかわる役員の選任に関し必要な事項は、

理事会の決議を経て会長が別に定める。

～ （略） ～ 

（施行期日） 

この定款は、平成２９年６月５日から施行する。 

この定款の改正は、令和６年６月１４日から施行する。

（社員招集の際の電子提供措置） 

改正理由 

  令和７年４月１日から施行された公益法人制度（公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律など）

の変更に基づき、自律的ガバナンスを確保するための外部理事・外部監事の導入が求められ、当該役員の選

任について本案の通り改正するものである。 
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第６号議案 旅費規程の改正

-49-



-50-



 公益社団法人 大分県建築士会旅費規程の一部改正（新旧対照表） 

新（改正案） 旧

公益社団法人 大分県建築士会旅費規程  

（目 的） 

第 1条 この規程は、公益社団法人大分県建築士会 

(以下「本会」という。）の役員、会員（役員を除く）及

び事務職員（以下「職員等」という。）の旅費に関して

必要な事項を定めることを目的とする。 

（旅費の種類） 

第２条 旅費の種類は、鉄道賃、船賃、航空賃、車賃、

日当、宿泊料とする。 

２ 鉄道賃は鉄道旅行について、旅程に応じて、旅客運

賃（普通）、急行料金、特急料金及び寝台料金（これら

のものに対する通行税を含む）並びに座席指定料金に

より支給する。 

３ 船賃は、水路旅行について、路程に応じて旅客運賃、

特別船室料(1 等)を支給する。 

４ 航空賃は、航空旅行について、路程に応じて、現に

支払った実費額により支給する。 

５ 車賃は、その路程について現に支払った実費を支給

する。 

６ 日当は、旅行中の日数に応じて 1 日当りの定額によ

り支給する。 

７ 宿泊料は、旅行中の夜数に応じ 1 夜当りの定額によ

り支給する。 

８ 食卓料は、水路旅行の夜数に応じて一夜当たりの定

額により支給する。 

予算上、その他特別に必要ある場合は、旅行に要し

た実費をこえる部分についてその部分又は一部を減額

して支給することができる。 

        ～ （略） ～ 

（会議の場合の旅費） 

第６条 会議（総会及び臨時総会を除く）のため招集す

る場合の旅費の支給については交通費実費と第４条第

１項の規定による日当を支給する。 

２ 外部理事及び外部監事については第１項の規定にか

かわらず、会議（総会及び臨時総会を除く）のため招

集する場合の旅費の支給については交通費実費と日当

12,000 円を支給する。 

（旅費の支給） 

第７条 旅費は、最も経済的な通常の経路及び方法によ

り旅行した場合の旅費により支給する 

ただし、会議の必要上、又は天災、その他、やむを

得ない事情で、最も経済的な経路又は方法により難い

場合には、その現況によった経路及び方法によって支

給する。 

公益社団法人 大分県建築士会旅費規程  

（目 的） 

第 1条 この規程は、公益社団法人大分県建築士会 (以下

「本会」という。）の   会員     及び事務職員

（以下「職員等」という。）の旅費に関して必要な事項を

定めることを目的とする。 

（旅費の種類） 

第２条 旅費の種類は、鉄道賃、船賃、航空賃、車賃、日当、

宿泊料とする。 

２ 鉄道賃は鉄道旅行について、旅程に応じて、旅客運賃（普

通）、急行料金、特急料金及び寝台料金（これらのものに

対する通行税を含む）並びに座席指定料金により支給す

る。 

３ 船賃は、水路旅行について、路程に応じて旅客運賃、特

別船室料(1 等)を支給する。 

４ 航空賃は、航空旅行について、路程に応じて、現に支払

った実費額により支給する。 

５ 車賃は、その路程について現に支払った実費を支給す

る。 

６ 日当は、旅行中の日数に応じて 1日当りの定額により支

給する。 

７ 宿泊料は、旅行中の夜数に応じ 1夜当りの定額により支

給する。 

８ 食卓料は、水路旅行の夜数に応じて一夜当たりの定額に

より支給する。 

予算上、その他特別に必要ある場合は、旅行に要した実

費をこえる部分についてその部分又は一部を減額して支

給することができる。 

        ～ （略） ～ 

（会議の場合の旅費） 

第６条 会議（総会及び臨時総会を除く）のため招集する場

合の旅費の支給については交通費実費と第４条第１項の

規定による日当を支給する。 

（旅費の支給） 

第７条 旅費は、最も経済的な通常の経路及び方法により旅

行した場合の旅費により支給する 

ただし、会議の必要上、又は天災、その他、やむを得な

い事情で、最も経済的な経路又は方法により難い場合に

は、その現況によった経路及び方法によって支給する。 
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附 則 

 この規程は、平成２５年５月７日から適用する。 

       （平成２５年 ５月 ７日理事会承認） 

（令和  年  月  日理事会承認） 

 附 則 

 この規程は、平成２５年５月７日から適用する。 

           （平成２５年 ５月 ７日理事会承認） 

改正理由 

   令和７年４月１日から施行された公益法人制度（公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律な

ど）の変更に基づき、自律的ガバナンスを確保するための外部理事・外部監事の導入が求められ、当該役員

の費用に関する規約を制定する必要が生じたことから本案の通り改正するものである。 
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第７号議案 外部理事及び外部監事の選任の件
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外部理事及び外部監事の選任 

■ 背 景 
公益法人制度（公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律）が令和７

年４月１日から変わり、全国約９,７００法人、公益目的事業費年間 約６兆円と
されている公益社団法人は、 間法 の担い手として大きな潜在力を益々発揮する
必要性が高まり、今回その改正に至った。 
その中で特に、法人自らの透明性向上やガバナンス（健全な運営管理のための統

治・支配・管理の仕組み）の充実が求められており、外部理事・外部監事の導入及
びガバナンスの取組の事業報告記載が必要となった。 

■ 外部理事候補   八坂 千景 氏
所属：公益財団法人大分県芸術文化スポーツ振興財団 
   （企画普及課 副課 ）

（主な経歴） 
・杵築市ご出身 
・大学卒業の後 2005 年 4月にクラシック音楽公演の企画や音楽家のマネジメント開始 
・NPO法人の代表を経て、2014 年より公益財団法人大分県芸術文化スポーツ振興財
団に所属し、クラシック音楽公演や鑑賞サポート公演、寄席などの企画制作、ジュ
ニアオーケストラ事業を担当。 

・九州大学大学院芸術工学府ホールマネジメントエンジニア育成ユニット HME 修
了（2011 年 3月／科目等履修）。 

・東京藝術大学芸術未来研究場ケア&コミュニケーション領域履修証明プログラム修了
（2026 年 3月）。 

・個人活動としてまちなか劇団「ぶんご・ふない座」プロデュース(2013 年 2015)） 
・現在も会 を務める大分圏清掃整理促進運動会（2014 年 ）が、2025 年に大分合
同新聞社賞、第 47 回サントリー地域文化賞を受賞。 

                               現在に至る 
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■ 外部監事候補   安東 正二 氏
所属：株式会社都市評価システム  

代表取締役 

（主な経歴） 
・大分市ご出身 
・大学卒業の後、1989 年に財団法人 日本不動産研究所に入社。 
・1997 年 3月から株式会社 都市評価システムを設立し、代表取締役に就任。 
・2017 年 5月に公益社団法人 大分県不動産鑑定士協会 会 に就任。 
・2021 年 5月に同会 を退任。 
・2023 年 6月に公益社団法人 日本不動産鑑定士協会連合会理事に就任。 
・2025 年 6月に同理事を退任。 
・これまで多くの公共事業に関わる不動産鑑定業務を経験している。 

                            現在に至る 
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第８号議案 入会金及び会費規約の改正
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公益社団法人 大分県建築士会 入会金及び会費規約の一部改正（新旧対照表） 

新（改正案） 旧

公益社団法人 大分県建築士会 入会金及び会費規約 

（目的） 

第１条 この規約は、公益社団法人大分県建築士会（以下

「本会」という。）定款第８条の規定に基づき、本会の入会

金及び会費等に関し必要な事項を定めることを目的とす

る。 

（入会金） 

第２条 定款第８条の規定による本会の入会金は、次のと
おりとする 

  （1） 正会員  1,000 円   

（会費） 

第３条 定款第８条の規定による本会の年会費（会費）は、

次のとおりとする。 

  （1） 正会員  12,000 円 

２ 当該年度の４月１日において７５歳以上でありかつ

会員歴が１０年以上である会員は、下記の年会費とす

る。 

（1） 正会員 4,000 円           

（入会金及び会費の納入) 

第４条 入会金及び会費の納入は、会員の資格を取得した

ときから、納入するものとする。 

２ 会費は、当該年度の６月 30 日までに本会に納入しな

ければならない。 

  ただし、やむを得ない事情がある場合は会長の認める

ところにより、会費を分割して納入することができる。 

３ 新たに入会した者は、入会した月から月割で会費を納

入するものとする。 

４ 会員が入会金及び会費を納入するときは、所属する支

部長を経由して、納付するものとする。 

５ 支部長は、所属する会員の会費の徴収に努めなければ

ならない。 

６ 入会金の免除は下記の場合とする。    

（1）退会後１年以内の再入会。 

（2）入会増強期間など会員入会のための特別措置や 

九州ブロック間相互の申し合わせ、その他の場  

で代表理事及び業務執行理事で構成する三役会

において承認されたもの。 

（会費等の使途） 

第５条 入会金及び会費は、毎事業年度におけるその合計

額の３０％以上を当該年度の公益目的事業会計に配賦

する。 

附則 

 この規約は、法人の設立の登記の日から施行する。 

 この規約（一部改正）は、令和４年４月１日から施行す

る。 

公益社団法人 大分県建築士 入会金及び会費規約 

（目的） 

第１条 この規約は、公益社団法人大分県建築士会（以下

「本会」という。）定款第８条の規定に基づき、本会の入会

金及び会費等に関し必要な事項を定めることを目的とす

る。 

（入会金） 

第２条 定款第８条の規定による本会の入会金は、次のと
おりとする 

  （1） 正会員  1,000 円   

（会費） 

第３条 定款第８条の規定による本会の年会費（会費）は、

次のとおりとする。 

  （1） 正会員   9,600 円 

２ 当該年度の４月１日において７５歳以上でありかつ

会員歴が１０年以上である会員は、下記の年会費とす

る。 

（1） 正会員 4,000 円           

（入会金及び会費の納入) 

第４条 入会金及び会費の納入は、会員の資格を取得した

ときから、納入するものとする。 

２ 会費は、当該年度の６月 30 日までに本会に納入しな

ければならない。 

  ただし、やむを得ない事情がある場合は会長の認める

ところにより、会費を分割して納入することができる。 

３ 新たに入会した者は、入会した月から月割で会費を納

入するものとする。 

４ 会員が入会金及び会費を納入するときは、所属する支

部長を経由して、納付するものとする。 

５ 支部長は、所属する会員の会費の徴収に努めなければ

ならない。 

６ 入会金の免除は下記の場合とする。    

（1）退会後１年以内の再入会。 

（2）入会増強期間など会員入会のための特別措置や 

九州ブロック間相互の申し合わせ、その他の場  

で代表理事及び業務執行理事で構成する三役会

において承認されたもの。 

（会費等の使途） 

第５条 入会金及び会費は、毎事業年度におけるその合計

額の３０％以上を当該年度の公益目的事業会計に配賦

する。 

附則 

 この規約は、法人の設立の登記の日から施行する。 

 この規約（一部改正）は、令和４年４月１日から施行す

る。 
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この規約（一部改正）は、令和６年４月１日から施行する。 

この規約（一部改正）は、令和９年４月１日から施行する。 

（平成２４年５月１０日理事会 一部修正） 

（平成２４年 ５月３１日 総会決議） 

（令和 ４年 ６月１０日 総会決議） 

（令和 ６年 ６月１４日 総会決議） 

（令和  年  月  日 総会決議） 

この規約（一部改正）は、令和６年４月１日から施行する。 

（平成２４年５月１０日理事会 一部修正） 

（平成２４年 ５月３１日 総会決議） 

（令和 ４年 ６月１０日 総会決議） 

（令和 ６年 ６月１４日 総会決議） 

改正理由 

   財務状況の改善を目的として、正会員の会費を値上げするものである。 
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第９号議案 入会金及び会費相当額規約の改正
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公益社団法人大分県建築士会 入会金及び会費相当額規約の一部改正（新旧対照表） 

新（改正案） 旧

公益社団法人大分県建築士会 入会金及び会費相当額

規約 

（目的） 

第１条 この規約は、公益社団法人大分県建築士会（以下

「本会」という。）定款第６条の規定に該当する、準会員及

び賛助会員の入会金及び会費相当額等に関し必要な事項

を定めることを目的とする。 

（入会金） 

第２条 定款第８条の規定による本会の入会金相当額は、
次のとおりとする 

  （1） 準会員  1,000 円 

  （2） 賛助会員 免除 

（会費） 

第３条 定款第８条の規定による本会の年会費（会費）相

当額は、次のとおりとする。

  （1） 準会員          12,000 円     

  （2） 賛助会員 特Ａランク 15,000 円以上 

Ａランク  10,000 円      

           Ｂランク    5,000 円      

           Ｃランク   2,500 円 

２ 当該年度の４月１日において７５歳以上でありかつ

会員歴が１０年以上で 

ある準会員は、下記の年会費とする。 

  （1） 準会員 4,000 円 

（入会金及び会費相当額の納入) 

第４条 入会金及び会費相当額の納入は、会員の資格を取

得したときから、納入するものとする。 

２ 会費相当額は、当該年度の６月 30 日までに本会に納

入しなければならない。 

 ただし、やむを得ない事情がある場合は会長の認めると

ころにより、会費を分割して納入することができる。 

３ 新たに入会した者は、入会した月から月割で会費相当

額を納入するものとする。 

４ 準会員及び賛助会員が入会金及び会費相当額を納入

するときは、所属する支部長を経由して、納付するもの

とする。 

５ 支部長は、所属する準会員及び賛助会員の会費相当額

の徴収に努めなければならない。 

６ 入会金の免除は下記の場合とする。    

（1）退会後１年以内の再入会。 

（2）入会増強期間など会員入会のための特別措置や

九州ブロック間相互の申し合わせ、その他の場

合で代表理事及び業務執行理事で構成する三 

役会において承認されたもの。 

（会費等の使途） 

第５条 入会金及び会費相当額は、毎事業年度におけるそ

の合計額の３０％以上を当該年度の公益目的事業会計

公益社団法人大分県建築士会 入会金及び会費相当額

規約 

（目的） 

第１条 この規約は、公益社団法人大分県建築士会（以下

「本会」という。）定款第６条の規定に該当する、準会員及

び賛助会員の入会金及び会費相当額等に関し必要な事項

を定めることを目的とする。 

（入会金） 

第２条 定款第８条の規定による本会の入会金相当額は、
次のとおりとする 

  （1） 準会員  1,000 円 

  （2） 賛助会員 免除 

（会費） 

第３条 定款第８条の規定による本会の年会費（会費）相

当額は、次のとおりとする。

  （1） 準会員          9,600 円     

  （2） 賛助会員 特Ａランク 15,000 円以上 

Ａランク  10,000 円      

           Ｂランク    5,000 円      

           Ｃランク   2,500 円 

２ 当該年度の４月１日において７５歳以上でありかつ

会員歴が１０年以上で 

ある準会員は、下記の年会費とする。 

  （1） 準会員 4,000 円 

（入会金及び会費相当額の納入) 

第４条 入会金及び会費相当額の納入は、会員の資格を取

得したときから、納入するものとする。 

２ 会費相当額は、当該年度の６月 30 日までに本会に納

入しなければならない。 

 ただし、やむを得ない事情がある場合は会長の認めると

ころにより、会費を分割して納入することができる。 

３ 新たに入会した者は、入会した月から月割で会費相当

額を納入するものとする。 

４ 準会員及び賛助会員が入会金及び会費相当額を納入

するときは、所属する支部長を経由して、納付するもの

とする。 

５ 支部長は、所属する準会員及び賛助会員の会費相当額

の徴収に努めなければならない。 

６ 入会金の免除は下記の場合とする。    

（1）退会後１年以内の再入会。 

（2）入会増強期間など会員入会のための特別措置や

九州ブロック間相互の申し合わせ、その他の場

合で代表理事及び業務執行理事で構成する三 

役会において承認されたもの。 

（会費等の使途） 

第５条 入会金及び会費相当額は、毎事業年度におけるそ

の合計額の３０％以上を当該年度の公益目的事業会計
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に配賦する。 

附則 

 この規約は、法人の設立の登記の日から施行する。 

 この規約（一部改正）は平成２６年６月６日から施行す

る。  

 この規約（一部改正）は令和４年４月１日から施行する。 

 この規約（一部改正）は、令和９年４月１日から施行す

る。 

（平成２６年 ６月 ６日 総会決議） 

（令和 ４年 ６月１０日 総会決議） 

（令和 ６年 ６月１４日 総会決議） 

（令和  年  月  日 総会決議） 

に配賦する。 

附則 

 この規約は、法人の設立の登記の日から施行する。 

 この規約（一部改正）は平成２６年６月６日から施行す

る。  

 この規約（一部改正）は令和４年４月１日から施行する。 

（平成２６年 ６月 ６日 総会決議） 

（令和 ４年 ６月１０日 総会決議） 

（令和 ６年 ６月１４日 総会決議） 

改正理由 

    財務状況の改善を目的として、準会員の会費を値上げするものである。 
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その他会務報告

＜ 当面の主な行事 ＞ 

・令和８年度(公社)日本建築士会連合会九州ブロック会総会 

                     ６月１９日（金）   熊本県熊本市 

・令和８年度九州ブロック会青年・女性建築士協議会運営委員会 

６月２０日（土）   熊本県熊本市

・令和８年度役員会「九州まちづくり会議」 ６月２０日（土）   熊本県熊本市        

・令和８年度「建築士の集い 熊本大会」  ６月２０日（土）   熊本県熊本市 

・第３４回全国女性建築士連絡協議会（東京大会） 

７月１９日（土）、２０日（日）    東京都 

・連合会第６８回全国大会「ぐんま大会」１０月１６日（金）～   群馬県高崎市・前橋市 

 ＊申し込み５月２０日から各自WEB専用ページから・・・ 

 ＜ 講習会・研修会 ＞

  ・「建築士定期講習」７月１５日、８月１９日、９月１６日（日田市）、１０月２１日 

令和９年１月２０日、３月１０日     

於：９／１６以外は大分職業訓練センター 

  ・「監理技術者講習 ７月８日（水）、９月９日（水）、１１月１１日（水） 

１２月２３日（水）、令和９年１月１３日（水）  於：建築士会事務局 

  ・「既存住宅状況調査技術者講習」 新規 ８月５日（水）      於：建築士会会議室 

                   更新 １０月７日（水）     於：建築士会会議室 

  ・「＜住宅リフォームエキスパート＞増改築相談員研修会」 ９月１８日（金） 

                                  於：コンパルホール 

＜ 建築士試験 ＞

・二級建築士学科試験     ７月 ５日（日）於：大分県立芸術文化短期大学  

 ・一級・木造建築士学科試験  ７月２６日（日）於：日本文理大学 

・二級建築士製図試験     ９月１３日（日）於：大分大学（旦野原キャンパス） 

 ・一級・木造建築士製図試験 １０月１１日（日）於：大分県立芸術文化短期大学
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